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結 核 專 門 雑 誌

BeitragezurKlinikderTuberkuloseB(L85,4Hefし1934.

急 性 結 核 性 敗 血 症 及 ビ結 核 菌 ノ毒 力 問題 二就 テ

LazarJakobowicz(Zifrich):Sepsistuberkulosaacu-

stica.BeitragezumVirulenzproblemderTuberkel.

bacillen.

著 者 ・・腸 窒 扶 斯 様 ノ症 候 ヲ表 ・・ジ、5週 間 高 イ弛張 熱
の

ヲ出 シテ死 亡 セ ル54歳 ノ女 ノ急 性 結 核 性 敗 血 症 二就

テ解剖 セ ル ニ、 消 化 管 二新 シ イ感 染 部 位 ア リテ、腸 間

膜 淋 巴 腺 ノ・乾 酪 愛 性 及 ビ軟 化 ヲ來 シ、 肺 臓 、 脾臓 、肝

臓、 腎臓 、及 ビ骨 随 等 ニ ノ・何 レモ特 有 ナ 肉 芽 組織 ・・認

メ ラ レザ ル モ 、多 鍛 ノ結 核 菌 ヲ有 シ所 々 二壌 疽 二昭 レ・

ル部 位 ア リ、Landouzy氏 ニ ヨvバ 腸 窒 扶 斯 菌 ニ ヨ ル

敗血 症 ト同様 結 核 菌 ニ ヨ ル モ ノモ血 行 性 デ アツ テ、蟹

病 ノ第1週 間 二於 テ ノ・Scholz氏 ノ急 性 結 核 性 敗 血 症

モ、Renne氏 ノ亜急 性 結 核 性 敗血 症 モ 腸 窒 扶 斯 ノ夫

レ ト臨 肱 上 似 テ ル。

急 性 結 核 性 敗 血 症 ノ成 因 ・・、共 ノ人 ノ盟 質 ノ如 何 ガ 關

係 アル ・・論 ヲ待 タ ネ ド結 核 菌 ノ毒 素 即 チ毒 力 ノ相 違

ガ與 ツ テカ ア リ。

結 核 菌 ・・凡 テ ガ 同 シ毒 力 二非 ズ シテ、感 染 シテ カ ラ ノ

経 過 中稀 ニ ノ・非 常 二毒 力 ノ強 イ菌 ニ ヨ ル モ ノ ヲ匠 別

シ得 ル ナ リ、 是 等 ノ・動 物 實験 ニ ヨッ テ 詮 明 シ得 ル ナ

リ。 凡 テ傳 染 病 ・・臓 器 ノ抵 抗 力 ニ ヨ ソ テ、毒 力 ヲ測 定

シ得 ル故 斯 カル鮎 ヨ リ考 ヘ レ バ 抵 抗 力 ヤ感 受 性 ・・債

値 大 ナ リ。(東 京 市療 三 帥 抄)

肺 並 二 喉 頭 結 核 ノSolgana1療 法 呂就 テ

AlexanderTzankoff(Agra-Schweiz):Beitragzur

BehandlungderLungep・undKehlkopftuberkulose

mitSolganal.

肺 蛇 二喉 頭結 核 患 者 ノ内、壇 殖 性 叉 ハ墳殖 性 ニ テ硬 化

性 患 者19例 新 シ イ浸 潤 ノ相 當 廣 範 二振 レル モ ノ1例

壇殖 性 ニ テ浸 出型 ノ モ ノ1例 、氣 管枝 型 ノ モ ノ1例 ヲ

Solganalニ テ治 療 セ ル ニ、

壇殖 性 ノ モ ノ19例 ノ内7例 ノ・脛 過 良 ク、1例 ・・悪 化

シ、9例 ・・憂 化 ナ カ リキ。 新 シ イ浸 潤 ノ ァ ル5例 ハ奏

数 シ、1例 ・・攣 化 ナ カ リキ。

1例 ノ増殖 性 、 硬 化 性 ノモ ノノ・悪 化 シ、

1例 ノ氣 管枝 型 ノモ ノノ・攣 化 ナ カ リキ。

Solganalノ ・一般 二 使 用 サ レ テ ノレ量 ノ・多 少 多 過 ギ テ

0・0005ノ 如 ク 少 量 ヨ リ初 メ テ、 間隔 ハ7日 以 上 が可

ナ ラ ソ。

兎 モ角 モ金 製 刺 ノ・結 核 二封 シ有 数 藥 ト思 バ レル が 、共

ノ作 用 ・・今 猶 不 明 ナ リ。 臨 鉢 上 ノ材 料 ヨ リ考 へ 共 ノ

使 用 量 ヲ定 ムル ニ ・・、 猶 相 當 ノ考 慮 ヲ要 ス 。

(東 京 市 療 三 帥 壽抄)

血 行 性 喉 頭 結 核

KarlMenzel(Bokau):HaematogeneKehlkopftu-

berkulose.

喉 頭結 核 ノ大 多 数 ハ接 燭 感 染 ニ ヨ リ、極 メ テ少 籔 ハ血

行 性 縛 移 ニ ヨ ル、血 行 性 ノ モ ノ・・血 行 性 肺 結 核 ヨ リ來

ル事 ハ明 ナ リ。

著 者 ハ72例 ノ喉 頭 結 核 二就 テ其 ノ特 有 ノ肇 生 部 位 ト

経 過 ヲ次 ノ様 二分 ク タ。

多 ク ・・會 厭 軟 骨 、披 裂 會 厭 軟 骨 ノ鐡 髪 及 ビ假 聲 門帯 等

喉 頭 ノ入 ロ ヲ形 造 ッ テ,レ部 分 ニ テ、喉 頭 ノ内部 ノ侵 サ

レル事 ノ・稀 デ ア ル。 慢 性 ノ 経 過 ヲ トル モ ノ・・著 シ ク

腫 脹 蟹 赤 シ テモ 割合 二苦 痛 少 ナ シ、急 性 ノモ ノノ・潰 瘍

ヲ形 成 シテ苦 シ ム、若 シ蛮 生部 位 が深 部 カラ會 厭 軟 骨

二上 昇 シテ喉 頭 ノ周 園 カラ延 イ テ ハ軟 口蓋
、懸 雍 垂 、

扁 桃 腺、 咽 頭 後 壁 二及 ベ バ経 過 ノ・不 良 ナ リ。

血 行 性 二來 ル喉 頭結 核 ハ第 一 ハ縁 デ ア ル、次 二菌 ノ活

動 性 ノ如 何 、 他 二新 シ イ轄 移 ノ有 無、安 静 ノ程 度 等 ニ

ヨツ テ塘 大 ス ル、喉 頭 結 核 ノ自然 ノ絶 過 ノ・肺 結 核 ノ症

状 ト蚊 行 ス ル ガ善通 ナ リ、 男 性 二 多 ク而 モ40歳 垂 二

多 シ。213・ ・比 較 的速 二死 亡 ス ル、 根 治 ・・望 マ レ ズ、

喉 頭 結 核 ノ・圭 二増殖 型 叉 ハ浸 出型 ナ ル 故 安 静 ニ ス ル

ヲ要 ス。(東 京 市療 三 神 壽 抄)
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結 核 ノ ー般 機 能的 病 理

S.Bergel(Berlin):Zurallgemeineηfunktionelien

PathogenesederTuberkulose.

1同 以 上 感 染 セ ル患 者 ノ・抗 毒 素 が人 髄 内=生 ジ、脂 肪

ヲ多 〃有 ス ル結 核 菌 二封 シ 防衛 作 用 トシ テ、淋 巴球 及

ビ淋 巴球 ヲ作 ル臓 器 殊 二淋 巴腺 ヲ刺 戟 シ テ、結 核 菌 ノ

成 分 デ アルLipoid二 封 ス ル 自然 ノ武 器 ヲ作,レ 、次 二

多 核 白血 球 ヲ墳 ジ テ之 ノ有 ス ル 酵 素 ニ ヨ ツ テ蛋 白質

ヲ溶 解 セ ン トス ル作 用 ア リ。(東 京 市療 三 騨 壽 抄)

結 核 病 竈 ノ空 洞 呂於 ケ ル 癌 ノ獲 生 二 就 テ ノ研 究

CarlRenner(Universit乞tBreslau):Untersuchungen

tiberCarcinomentstehungiheinertuberkulosenKa●

verne.

癌 ガ凡 テ刺戟設 二從 ツテ生 ズル事 ノ・明 デ アル、皮 膚結

核 二癌 が生 ズ ル ト同様氣 管枝 披張症 ヤ結核 二原登 性

二號生ス ル事 モ考 へ得 ル。

之 二記載ス ル例 ノ・56歳 ノ 男 ニテ1931年4月 二肺 結

核b診 噺確 定 シテ翌年死亡 シテSilberberg氏 ニ ヨ リ

解剖 セル ニ右 肺 二於 ケル原蟹性癌 ナ リキ、組織學 上腫

瘍 ノアル製iノ周園 ノ・空洞 ヲナ シ此 ノ鮎 二結核菌 ヲ謹

明 シ得 タ リ。

肺臓癌 ノ登 生ス ル部位 ヲ見ル ニ、1)氣 管枝 ノ上皮細

胞、2)粘 膜 下 ノ粘液腺 ノ上皮、3)肺 實質 デ ア)v、

第 一 ノ氣 管枝 上皮 カ ラ生 ズル モノノ・、圓壕細胞癌 ニ

テ、又 亭面 上皮細胞 ノ轄移塘殖 ニ ヨルモノモ アル。

第ニ ノ粘 液腺 ヨ リ生 ズル モ ノ ハ 肺胞 叉 ハ 「アデ ノイ

ド」ヲナ シ圓壌細胞癌 が多 イ。

第 三 ノ肺實質 ヨ リ生 ズルモ ノノ・小細胞 型 ノ癌 が多 イ、

故 二肉腫 ト誤 リ易 シ。

本 例ノ・病 的攣化 ヨ リ生 ゼ シ原登性 卒面 上皮細胞 癌 ニ

テ同時 二肺結核 ヲ有 セ シが、此 ノ雨 者間 ノ因果關係 ノ・

詳 ナラズ。(東 京 市療 三脾壽抄)

氣胸蛇 二油胸後 ノ磯栓塞

CarlRenner(UniversitatBreslau):Embolieins

HirnnachPneumo・undOleothorax.

肺結 核 ノ19歳 ノ女 ヲ右側人工氣胸 ニテ治療 セル ニ、

第1同 、第2同 トモ空氣 が充 分這 入 ラズ、第3同 目二

細 イ針 ニテ局所麻酔 ヲナ シテ 後僅 二 空氣 ヲ入 レ針 ヲ

抜 ク ト同時 二意識不 明 トナ リ、緬 イ下テ臨休上右側拶 ノ

空氣栓 塞 ノ症 状 ヲ來 シテ同夜死 亡セ リ、死 ノ直後解剖

e)レ ニ、空氣栓 塞 ノ脳實質 内 二出血部 位 ア リ、Brieger

氏 ノ・一萬例 ノ人工氣胸 ニテ ー度 モ間違 ノ・無 カツタ ガ、

録 【第15巻

油 胸 ニ テー度 失 敗 ン タ、 之 ノ・18歳 ノ女 ニテ100cα ノ

油 胸 ノ後 突 然 虚 脱 二昭 リ、 贈 症 状 甚 シ〃12時 間 後 二

死 亡 シタ、 解 剖 ニ テ拶 ノ脂 肪 栓 塞 ナ リキ。

(東 京 市療 三 紳 壽 抄)

Jacobaeus氏 胸 廓 内肋 膜剥 離 手 術 ヲ 施 行 ス ル ニ

使 用 ス ル廠 酔 剤 二 就 テ

AntonSattler(Wien):VbereineinNarkoseaus.

gefUhrteendothorakalePleurolysenachJacobaeus.

局 所 麻 酔 ノ ミニ ヨ ツ テJacobaeus氏 ノ胸 廓 内癒 著 肋

膜 剥 離 手術 ヲス ル ノ不 可 能 ナ ル事 ト、巌 重 ナ ル 意 味 二

於 ケ ル麻 酔 剤 ノ適 、不 適 ヲ定 ム ル事 ・・ナ カナ カ困 難 デ

ア ル、斯,レ が故 二、 氣 管 二 特別 ノ刺 戟 ヲ與 フ ル瓦 斯 吸

入 殊 二Atherノ 如 ク爆 號性 二富 ミ、 且 ツ叉 刺 戟性 ノ

強 イ モ 〃 ・不 適 當 デ ア)v、結 局Evipanノ 筋 肉 内 注射

が最 モ 目 的 二合 フ ラ シ イ。

併 シ手 術 部 位 ノ局 所 痂 酔 無 シデ ノ・不 可能 デ ア ル、Evi-

panノ 麻 酔 ハ充 分 ニ ナ サ ネバ ナ ラ ヌ ガ、 絵 リ深 過 ギ

ル ト深 呼 吸 ヲ始 メ ル、斯 クナ レバ萎 縮 シタ肺 臓 ハ膨 脹

シテ繋 索 ノ・弛緩 シテ、 覗 界 二 入 リ難 ク ナ ル(見 難 ク ナ

ル)、 夫 レ・故 二可 成 深 イ麻 酔 ・・避 ケ ネ パ ナ ラ ヌ、 吾 々

ノ例 ニ テ ・・Evipan痂 酔 不 充 分 ノ折 少 量 ノ 吸 入麻 酔

ヲ蛇 用 シテ 「チ ア/一 ゼ」其 他 何 等 副 作 用 ヲ.見 タ ル事

ナ ク、手 術 中顔 色 が悪 ク ナ ツ タ リス ル者 ニ ハ酸 素 ヲ多

ク吸 入 サ セ レバ 直 二恢 復 ス ル、此 ノ麻 酔 ノ・手 術 が終 ソ

テ皮 膚 縫 合 が濟 メ パ中 止 ス,レ。(東 京 市療 .三 瀞 壽 抄)

人 工 氣 胸 術 呂於 ケ ル 瓦 斯 ノ濡 散 呂就 テ

FrischundSchneiderbauer(VVien):ZurFrageder

Gasdiffusionbeimk廿nstlichenPneumothorax

人 工 氣 胸 術 施 行 中 ノ 患 者 及 ビ動 物 寅験 ニ テ用 ヒタ瓦

斯 ガ如 何 二肺 肋 膜 ヲ通 過 ス ル カ ヲ見,レ ニ、

空 氣 叉 ノ・酸 素 ヲ注 入 シタ 後 モ 基 礎 代 謝 ニ ハ攣 化 ナ シ。

之 二 反 シテ炭 酸 瓦 斯 ヲ注入 ス,レ時 ・・約30%ノ 上 昇 ア

ル事 ハ 明 ナ リ。

純 粋 ノ酸 素 ノ吸 入 ノ方 が、酸 素 炭 酸 瓦 斯 ノ混 合氣 龍 ノ

吸 入 ヨ リモ疑 ナ ク肋 膜 禰 散 ガ 上 昇 ス ル、併 シ此 ノ上 昇

ハ決 シテ肺 肋 膜 肥 厚 ニ ヨ ツ テ 減 ズ ル事 ナ シ、 叉 水 素

70%ト 酸 素30%ヲ 呼 吸 ス レバ肋 膜 腔 内 二水 素 ヲ多 数

二詮 明 ス ル。

肋 膜 腔 内 へ注 入 セ ル 瓦斯 ノ蓮 命 ヲ見 ル ニ、人 ニ テノ・詳

ナ ラ ザ ル モ動 物 ニテ へ 酸 素 ヨ リモ水 素 ノ方 ガ早 〃肺

胞 内 へ 出 ル事 明 ナ リ。

犬 二就 テ見 ル ニ、 窒 素 、 酸 素 、炭 酸 瓦斯 ノ間 ノ吸 牧、
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禰 散 ノ・氣 胸 、 氣 腹 雨 者 同 様 ニ シテ、 甚 シ キ差 違 ア リ。

(東 京 市 療 三 紳 壽 抄)

人 工 氣 胸 患 者 ノ血 球 沈 降 速 度 及 感 及 ビ 沈 降 速度

及 感 二及 ボ ス外 部 ヨ リ ノ條件 ノ問 題 二 就 テ

HaraldLotzeHamburg・EpPendorf:Blutk6rperchen・

senkungsreaktionbeiPneumothoraxartificialis.Zugl・

eicheinBeitragzurFragederBeeinflussungder

Senkungsreaktiondurch乞uBereFaktoren.

赤血 球 沈 降 速度 二就 テ ノ文 獄 ハ多 イ が、之 ト人 工 氣 胸

術 トノ關係 二就 テ ノ・絵 リ知 ラ ヌ、著 者 ノ・沈 降 速 度 ニ ヨ

ッ テ、 人 工 氣 胸 ノ適 、不 適 及 ビ豫 後 ヲモ知 ル ヲ得 ル ト

云 フ、 即 チ人 工 氣 胸 ヲ施 行 シ テ 遅 〃 ナ ル様 ナ モ ノノ・

引 キ績 イテ 空氣 ヲ入 レル ニ適 ス ト云 フ。

沈 降 速 度 ノ・同 一 人 ニテ 日差約 ユ0%ア リ、 叉 朝 タ ノ差

モ10%ア リ。Mygranin,Pyramidonノ ・非 常 二遅 〃ス

'レ。(東 京 市 療 三 赫 壽 抄)

結 核 患 者 ノ含 水炭 素新 陳 代謝

R.J.Drabkina:DerKohlenhvdratstoffwechselbei

Tuberku16sen。

凡 テ ノ臓 器 二結 核 性 中毒 ガ アル 様 二 含 水 炭 素 新 陳 代

謝 二與 ル臓 器 モ亦 影 響 ヲ受 ケ ル、殊 二患 者 ノ血 糖 値 二

甚 シイ髪 化 ヲ來 ス。

之 二就 テ著 者 ・・Glykose(1009飲 用)員 荷 試 験 ヲ行y

テ、 過 血 糖 ヲ見 ル ニ、 一 般 二 「イ ソ シ昌リ ソ」系 統 ノ臓

器 ノ機 能 減 退 ヲ謹 明 ス ル。 早 朝 空 腹 時 ノ 血 糖 値 ノ動

樒 ハ結 核 ノ第 一 期及 ビ第 二 期!中 頃迄 ・・殆 ソ ド正 常

値 ヲ示 ス。

第 二期 ノ末 期 カ ラ第 三 期 二及 ベ バ 過 血 糖 ノ方 二傾 ク。

Glykose員 荷 試験 ニテ ノ・、重 症 ニ ナ,レ ニ 從 ツ テ最 高

血 糖 二蓮 ス ル 時 間 ガ遅 ク 而 モ 正 常 値 二臨 ヘ ル ニ健 康

者 二比 シテー 時 間遅 シ、此 ノ如 〃結 核 ノ場 合 ノ機 能 的

過 血 糖 ハ、 肝 臓 、 膵 臓 、 副 腎 、中櫃 蚊 二 植物 性 脾 経 等

ノ所 謂 「イ ソ シュリ ソ」系 統 ノ機 能 不 全 ノ結 果 含 水 炭 素

二封 ス ルカ ノ減 少 デ ア ル。

Adrenalinヲ 使 用 スv・ 《、結 核 患 者 ノ・肝 臓 ノGlykogen

蓄 積 作 用 不 完全 ノ 爲 二、 肝 臓 ノGlykogenヲ 酸 化 ジ

テGlykosebシ テ血 中 二移 出 ス)レ量 少 ナ ク、 健 康 人

二比 シテ過 血 糖 ノ上 昇 悪 シ。

Insulinヲ 使 用 ノ・レ・バ結 核 患 者 ノ・「ア ドvナ リソ」系統

二鉄 昭 ア ル ヲ謹 明 ス ル。(東 京 市 療 三 棘 壽 抄)

血 球 沈 隆 速 度 測 定 ガ 肺 結 核 患 者 ノ 診 断 豫 後 二 及

ボ ス 債 値 二就 テ

GtintherThier(RheinlandHeilstatte):Uberden

WertderBestimmungderBlutk6rperchensenkungs.

geschwindigkeitftirdieDiagnosen・undPrognosen.

stellungbeiderLungentuberkulose.

著 者 ノ・5145例 ノ肺 結 核 患 者=就 テ赤 血 球 沈 降 速 度 ヲ

測 定 シテ次 ノ結 果 ヲ報 告 セ リ、即 チ硬 化 性 ノモ ノ ・内

85%、 硬 化 性 ニ テ空 洞 ヲ有 ス ル 者 ノ内47%、 硬 化 性 培

殖 性 ノ者 ノ内68.3%、 培 殖 性 ノ者 ノ内42.3%ノ ・1時

間10mm以 内 ノ通 常値 ナ リ(normal-undgrenzwert)

他 ノ型 ノ者 ・・多 少 ノ別 ア,レモ沈 降 速度 ハ皆 速 ナ リ。

叉 別 二開 放 性 結 核/25%ノ ・沈 降 速 度 通 常 値 ナ リ、 叉

500例 ・・空 洞 ヲ有 ス ル ニモ 關 ラ ズ通 常 値 ナ リ。

凡 テ ノ型 ノ患 者 ノ内600例 ノ・沈 降 速 度 ト病 氣 ノ清 長

ト併 行 セ リ。

全 測 定 ノ・2年3ケ 月 二及 ン ダ 故 病 氣 ノ豫 後 モ知 リ得

タ。

沈 降 速 度1時 間51mm以 上 ノニ者ノ内75%、31-50mm

ノ者 ノ内41%、21-30mmノ 者 ノ内20%、11-20

mmノ 者 ノ内16%ノ ・此 ノ年 月 中 二死 亡 シタ。 沈 降 速

度11mm以 上 ナ ル モ治 療 中10mm以 下 ノ通 常 値 二返

ヘ ツ タ 患 者 ノ・良好 ノ 経 過 ヲ トレ リ。 帥 チ手術 可 能 ノ

患 者 ノ場 合 ノ・此 ノ例 二多 シ。(東 京 市 療 三 祠!壽抄)

BeitragezurKlinikderTuberkulose86.Bd.1.Ht.1935

Kirchner氏 液 饅 培 地 ヲ使 用 シ テ 肺 結 核 患 者 ノ 血

液 ヨ リ ノ 結 核 菌 ノ 培 養 置 明

T.Uesaka:KulturellerNachweissvonTuberkelbac-

illenausdemBlutevonLungentuberkul6senl)eim

GebrauchdesflttssigenNahrbodensnachKirchner.

Kirchnerノ 培 地 ニ ノ・二 種 ア ツ テ ノ・"Sy・Ser`'ト

"Minasser"二 分 チ 後 者 ・・Glycerinヲ 含 有 シ ナ1ノ

ガ 異 ツ テ 居 ル。Kirchnerノ ・"Sy-Ser"ノ ・牛 型 菌 培
●

養 二適 シ12日 目 ニ ノ・'ヨク獲 育 ス ル が,,Sy・Seビ ●中 二

生 ・ジタ 菌 ・・"Minasser"中 二 ・・生 ジナ イ ト云 フ。

著 者 ノ・溜水20cα ヲ患 者 ノ血 液5α αb混 ジテ翌 日 マ デ

放 置 シ分 離 シ タFibrinmasseLヲ 遠 心 分 離 ス ♪レ.次 デ

液 状 培 地 二移 ス ガFibrinmasseヲ 溜 水 デ3-4同 洗潅

セ バ 楓 濁 ヲ減 ジ得 此 方 法 ノ・頗 ル好 適 デ ア)tZ-1・(libuchi

法)著 者 ハ 肺 結 核 患 者例144ヨ リ200同 液 内 培 養 ヲ行

ツ タ カ'内83人 ノノ・L6wenstein氏 培 地 二培養 試 験 ヲ
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シ中 等 症 ガ多 カソ タ ガ3例 シカ 陽 性 ヲ呈 シナ カ ツ タ。

著 者 ノ結 論 ・・次 ノ如 クデ ア ル。1)Kirchner培 地 ・・結

核 菌 培養 ニノ・適 シテ居 ル。2)本 培 養 液 ㍗L6wenste㎞

培 地 ヲ以 テ肺 結 核 患 者 ノ流 血 中 ノ結 核 菌 ヲ詮 明 シタ

ガ 陽性 例 ハ少 ク肺 結 核 ノ 菌 血 症 バ ー過 性 デ ア ル コ ト

ノ・疑 ナ イ コ ト ヲ示 シタ。3)若 同一 患 者 カ ラ繰 返 シ長

期 間探 血 培養 ス ルサ ラバ 菌血 症 ハ モ ツ ト屡 くア ル コ

トヲ知 ルデ ア ラ ウ。4)血 中 二菌 陽性 デ ア ツ タ2例 ・・肺

寝 潤 余 腹 膜 炎 ノ輕 症 者 デ ア ツタ。(東 京 市療 寺 尾 抄)

肺 結 核 ノ萎 縮 療 法 ノ十 年 間 ノ脛 験

NikolausTallyai・Roth;ZehnJahreErfahrungenin

derKollapstherapiederLungentuberkulose.

著=者 ノ・10年 間 二16-2Q歳 ノ女567人 二就 テ 色 々 ナ

肺 萎 縮療 法 ヲ 行 ヒ種 々 ノ 角度 ヵ ラ共 経 過 ヲ観 察 シ タ

結 果 ・・総 例 二 於 テ 有 数 デ ア ツタ ガ 他 ノ 療 法 ニ ヨ リ

Prozessガ 披 力'ソタ場 合 ニ ノ・数 果 ノ・望 メ ナ イ。 自然 治

癒 ・・不 確 デ制 限 サ レテ居 ル カ ラ算 入 デ キ ナ イ。人 工氣

胸 療 法 ト胸 外 成 形 術 トノ結 果 ノ・同 ジ ト見 ル ベ ク 嚴 重

ナ ル選揮 ヲ ナ セ バApikolyse中Plombierungノ ・数

果 が ア ル。Phrenicoexaireseノ ・ ソv自 均 ト シテノ・鯨

リ数 果 ガ ナ イ。(東 京 市療 寺 尾抄)

＼ 〆 結 核 二 於 ケ ル補 膿 結 合 測 蜜問 題

LudwigN6kamJr.:ZurFragederKomplement・

bindungbeiTuberkulose.

著 者 ノ・落Tuberkulin,Boquet-N6gre,Besredka,Wit・

ebsky,叉 ノ・結 核 菌 カ ラ ノAthylalkohol抽 出等 ノ結 核

性 抗 原 ノ補 醜 結 合 能 ヲ 研 究 ス ル タメ ニ446人 ト天竺

鼠24頭 二就 テ抗 原 反磨 ヲ試験 シタ。 肺 結 核 二於 テノ・

Witebsky・ ・78%、Boquet-N6gre・ ・53%ノ 陽性 牽 ヲ

得 タ是 等 ノ抗 原 ノ非 特 異 性 成 績 ノ・最 少 デ ァ ル。然 シ皮

膚 結 核例 二於 テ ・・此 方 法 ノ・不 適 當 デ ア ル。皮 膚 結 核 デ

ノ・細 胞 性Allergieカ'充 進 シ テ居,レ モ ノノ・Pirquet氏

反 磨 ノ・強 ク ナ ツ テ居 ル。肺 及 皮 膚 ノ病 理 學 的病 形 及 活

動 性 二i封 シテ反 磨 ・・影 響 サ レル。病 竈 ノ廣」サ叉 ノ・病 氣

ノ経 過 ・・重 要 トナ ラナ イ。天 竺 鼠 二就 テ ノ實 験 及 人 類

結 核 ノ経 過 過 程 ノ・Widal法 ノ如 ク逓 減 的 稀繹 法 ニ ヨ

リ量 的 二Anergieノ 時 期迄 ヲ追 及 シ得 テ 人 類 結 核 ノ

豫 後 二瀾 シテ蹄 納 シ得 ル。(東 京 市療 寺 尾抄)

嚢 状 多 叢 性 結 核 性 骨 炎 くOstitistuberculosamul・

tiplex'CystoidesJtinglingscheKrankheit)ト 他

膿 器 系 ノ結 核 檬 璽 化

W.Heyden:DieOstitistuberculosamultiplexcyst一

録 【第15巻

oides(」 滝㎞gl垣ngscheKrankheit)unddie,,tuberkuloii

den``GewebsveranderungenandererOrgansysteme・

著 者 ノ・1928年 來 ノ 灘nghng氏 病 ノ文 獄 及 概 訊 ヲナ

シ他 ノ器 管 ノ結 核標 疾 患 ヲ述 べ テ 自家 ノ6例 ヲ詳 報

ス。 帥1例 ハ 骨、 皮 膚 、 肺 、 眼、 淋 巴 腺 、脾 ノ6ケ 所

二髪 化 ア リ肺 及 骨 ノ結 核 様 攣i化 ノ・X線 ニ ヨ リ確 定 シ

脾 及 淋 巴腺 ノモ ノ ・・結 核 トシ テ ノ確 實 性 ガ 多 カツ タ。

唯 組 織 學 的所 見 ガ ナ イ タ メ ニ 立謹 ス ル コ トハ デ キ ナ

カソ タ。 皮 膚 二於 ケ ル モ ノ ハ 全 像 トジテ ハ尋 常 性 狼

瘡 ニ ー 致 シ ナ イ が 臨 抹 的及 組織 學 的 ニ ノ・Boeck氏

Sarkoid二 甚 ダ似 テ居,レ。Ulrichs所 見 二關 シ テ ・・上

氣 道 ニ ノ・何 等 ノ攣 化 ノナ イ ノ ガ 著 明 デ アル。 カ ク各

種 ノ臓 器 二多様 ノ病 攣 が ア ッ テ モ 患 者 ハ完 全 二作 業

シ得 ル ヲ以 テ其 良 性 ナ ル コ トヲ知 ラ レル。一 般 二X線

像 トシテ 特有 ナ ル ・・關 節腔 狭 小、 關 節 穿 孔 、 軟 骨 性

Ankyloseガ ア リ叉 登 育 障 碍 或 ・・眞 ノ骨 萎 縮 ノ現 ・w

トシ テ多 ク ノ指 骨 短 縮 、 懐 死 ニ ヨ ル皮 膚 穿 孔 、強度 ノ

蜂 窩 状 骨膨 隆 ヲ見 ル。Tuberkulin反 磨 ・・3例 ・・陰 性

デ1例 ノ・強 陽 性1例 ハ 陽性 ト推 察 サ レタ。

(東 京 市 療 寺 尾 抄)

》 肺 結核 ノ髄 内再 感 染 問題 補 遺

MartinEltze:EinBeitragzurFragederendogenen

ReinfektionbeiLungentuberkulose.

一 坑 夫 ノ籔 年 間 存 シ タ 蕉石 灰 化 初 感 染 竈 カ ラ盟 内 再

感 染 ヲ起 シ タ ト見,レ ベ キ 活 動 性 肺 結 核/1例 ヲ記 述

ス。(東 京 市 療 寺 尾 抄)

肺 結 核 二 於 ケ ルHead氏 感 畳 帯

Mariev.Babarczy:HeadscheZonenbeiLungentu.

berkulose.

感 畳 相 異 ノ廣 サ ニ 關 シテ ノ・Headノ 経 験b同 様 二色

々ナ斑 状 形 二 於 テRUckensegmente皿 一V稀 二 ・・1-

V皿 ノ部 位 二 見 ラ レタ 。 著 者 ・・圭 ト シテ温 、 痛 畳 二就

テ 試験 シタ モ ノデ ア ル。 肺 ノ状 態 ト感 畳 相 異 ノ關 聯

二就 テ ノ・Headノ ・Prozessガ 突 然 起 リ叉 ノ・病 竈 ガ ヨ

リ披 大 セ ル所 及 ピ 罹 患 部 ト健 康 部 トガ 互 二交 ツ テ居

ル所 二 見 ラ ル ・コ トヲ暴 ゲ テ居 ル。課 ツ テ今 日 ノ結 核

病學 ヲ見]レ ニ 肺 結 核 ノ・廣 サ、Prozessノ 性 質 ト活 動

性 ノ3要 約 ヲ特 二注 意 ス ル コ トニナ ツ テ居 ル。サ レ バ

著 者 ・・Head氏 感 魔 帯 ト是 等 ノ3要 約1・ ノ關 聯 ヲ研

究 シテ得 タ ル結 論 ノ、次 ノ如 ク デ ア ル。

1)肺 ノProzessノ 廣 サ ト部 位 ノ感 箆 異 常 トノ間 二 ・・

密 接 ナ 關係 ノ・ナ イ。著 者 等 ハ著 明 オ感 売 異 常 ノ アル初



第1號 】 抄 録 87

期 ノ小 見 形 ヲ見 叉 ノ・感 畳 異 常 ノ殆 ソ ド ナ イ 廣 範 ナ肺

Prozessノ ア ル ノ ヲ見 タ。 感 畳 異 常 ハ 罹 患 側 ノ ミ カ

ヌ.其 側 ガ著 明 ナ ル相 異 ノ ア ル コ トヲ見 タ。

2)肺 ノProzessノ 性 質 ト感昼 相 異 ト ノ間 ニ ノ・密 接 ナ

關 係 ・・ナ イ。 然 シー 般 二滲 出形 二於 テ ノ・増殖 形 ヌ,ハ

硬 化 形 二比 シテ稽屡 時 ニ ノ・廣範 ナ 感 魔 相 異 ヲ見 タ。

3形 ノProzesse・ ・凡 テ感 箆 異 常 ナ シ ノ事 が アル。

3)活 動 性b感 昼 相 異1・ ノ間 ニ ハ 關 聯 ガ ア ル。 此 關 聯

ナ ル モ ノノ、活 動 性 デ ア ル場 合 ニ ノ ミ感 魔 相 異 ガ ア ル。

然 シ活 動 性 ノ・感 昼 相 異 ナ シニ モ有 リ得 ル。畢 寛Head

氏 感 箆 帯 ノ・活 動 性 症 徴 ト考 ヘ ラ,ノ是 ナ キ時 ハ活 動 性 二

就 テ ノ・何 モ云 《 ナ イ モ ノデ ア ル。(東 京 市 療 寺 尾 抄)

BeitragezurKlinikderTuberkuloseBd.86.Ht.2.1935

結核 二封 スルMeinicke血 清及感知見　
F.B6hmundG.Grtiner:ZurKenntnisderMeini・

ckeschenSerumreaktionaufTuberkulose.

著 者 ノ・500人 ノ患 者 二就 テBesredka,Bouquet-N6gre

Kabelik・Zdrazi1,Witebsky・Klingenstein等 ノ抗 原 ニ

ョル補 髄 結 合 反 磨 トMeinicke/MKRIIヲ 抗 原b

シタ成 績 ヲ比較 研 究 シタ モ ノデ ァ,レ。共結 果 ニ ヨル ト

Meinicke反 慮 ・・結 核 ノ血 清 反磨 中從 來 ノ物 モ比 シテ

最 良 デ ア リBesredka抗 原 モ略 く同債 値 ヲ 示 ・Y4z。

今 迄 ノ著 者 ノ 経 験 デ ノ・Meinicke反 臆iノ・一 義 的 ノ陽

性 反磨 ヲ 示 シ 非 特 異 性Interferenzヲ 除 キ現存 セ ♪レ

結 核疾 患 ヲ甚近 ク マ デ之 ヲ 示 ス モ ノデ ア ル が 其鮎 ヲ

確 謹 ス ル コ トノ・後 日 二譲 ル。(東 京 市療 寺 尾 抄)

肺 結 核 二於 ケ ル 所 謂 植 物 毒 指 藪 ノ便 値

JulianLuisGarciayGarcia・Minon:DerWertdes

sogenanntenphytotoxischenIndexesbeiderLungen.

tuberkulose.

1922年 二MachtundLivingstone・ ・ア ル藥 物 ガ植 物

ノ原形 質 二毒 作 用 ヲ及 ボ ス ガ 動 物 性 組 織 内 二・・何 等

ノ反 磨 ヲ起 サ ナ イ ト云 フ試 験 ヲ行 ツ タ。其 後 ス ペ イ ソ

學 派 ・・殆 ソ ド凡 テ ノ疾 病 二就 テ ノphytotoxischerIn-

dexヲ 研 究 シ始 メ 著 者 等 ノ・肺 結 核 二就 テ 之 ヲ研 究 シ

タ最 初 デ ア ル。 共 方 法 ノ・Lupinus(ノ ・ウチ ノ・マ メ)ノ

根 二封 ス ル肺 結 核 患 者 ノ血 清 ノ 影 響 ヲ 見 ル モ ノデ人

工 培 液 ノー 定 量 二 人 血清 ヲ 加 ヘ タ モ ノ ト加 ヘ ナ イ モ

ノ ヲi中 二入L!Lupinus根 ヲ之 二漬 ケ テ 共 獲 育 ス)レ

程 度 ヲ比 較 シタ ル モ ノ ヲphytotoxischerIndexト シ

試 験 群 ノZF均 根 成 長 ×100タ
。 帥Phytot.Ind.・=i封 照 群 ノZF均 根 成 長 其

結 論 ニ ヨ レバ、1)PhytotoxischerIndexノ ・肺結 核 二

於 テ ・・何 等 特 異 性 診 断 性 債 値 ガ ナ イ。2)Phytotoxis-

cherIndexノ ・肺 結 核 二於 テノ・臨 林 所 見、X線 及 諸 槍

査 成 績 ト共 二行 フ時 豫 後 二i封 シ テ ノ・大 ナ ル 債値 ガ ア

,レ。3)Adenopathie,Corbicopleuritis,serofibr6sePl・

euritis,chronischfibr6seFormen郎 チ 良 性 イ患 者 ノ

撒 字 ノ・42-76(Ph.1.正 常値 ノ・76)即 チ降 下 ヲ來 ス。

進 展 性Kasigfibr6seデ ノ・80-100マ デ高 マ リ 死 直前

ニノ・更 二高 ク ナ ル。4)Chronischデ 進 展 性Prozess

ノナ イ患 者 ノ・40-76ノ 間 ニ ア,レ。 急 性形 デ ノ・76--85

マデ 高 マ リ結 核 性 悪 液 質 ガ ア ツ テ 増 悪 ノ時 期 二於 テ

ノ・86-92ト ナ リ末 期 二 ・・93-一一129マ デ高 マル。 ツ マ

リPh.1.ノ ・結 核 病 ノ重 サ ニ 直接 ノ關係 ガ ア ル コ ト ヲ

云 ヒ得 ル。5)Ph.1ガ100ヲ 超 ス 凡 テ ノ患 者 ノ・死 ン

ダ カ叉 ・・重 篤 ノ状 ニ ア ル。9)結 核 ノ進 行 期 ニノ・血 清

中 二 ・・Lupinus根 ノ獲 育 ヲ強 ク刺 戟 ス ル 未 知 ノ物 質

ガ ア ル。7)濃 厚 奮Tuberkulinヲ 培 液 二 加 ヘ ル ト

Lupinus根 登 育 阻 止 ヲ來 シ 此 作 用 ノ・其 濃度 二比 例 ス

ル。8)Ph.1ノ ・同一 ノ 目的 ヲ以 テ同 一 血 液 ノ血 清 ヲ

繰 返 シ行 フテ モ 同檬 ナ ル カ叉 ノ・甚 ダ 似 タ成 績 ヲ得 ラ

レル(総 例 ノ99%二 於 テ) 。9)故 二Phytotoxischer

Indexナ ル名 稔 ノ・適 正 デ ノ・ナ1、 何 トナvバLupinus

根 ノ登 育 研 究 ニ ヨ リ毒 作用 ノ ミナ ラ ズ 登 育 刺 戟 作用

が ア ル カ ラ ダ。ソ コ デ吾 々ノ、新 シイ更 二 進歩 シタ 名稻

ヲ付 ケ ネ バ ナ ラ ヌ。 其 名 稽 ノ中 ニ ノ・血 清 叉 ノ・藥物 ガ

根 ノ成 長 二及 ボ ス 抑 制 的 或 ハ促 進 的 反 鷹 ヲ意 味 ス ル

コ トガ含 マ レテ居 ル コ トタ ル ヲ要 ス ル。著 者等 ハ共 師

Pittalugaノ 付 ケ タ"phytopoetischerlndexb'ト 云 フ

名 稔 ヲ提 唱 ス ル・此 名 ・・雨 方 ノ意 義 ヲ有 シ實 在 シナ イ

毒 性 反 磨 二就 テ ハ何 等 燭 レナ イ利 鮎 ガ ア ル。

(東 京 市 療 寺 尾 抄)

肺 結 核 卜肺 癌 ノ結 合

WillyBrokschmidt:DieVergesellschaftungvon

LungentuberkulosemitLungencarcinom.

著 者 ハ病 例4ノ 臨 然 蛇 二剖 見 ヲ報 告 シ結 論 二日 ク1)

結 核 ト癌 トノ間 二弧 力 ナ ル拮 抗 性 ガ アル コ ト ヲ 認 ム

尽 キ何 等 ノ根 披 ガ ナ イ。2)結 核 ニ ヨツ テ攣 化 シ タ組

織 ノ、癌 登 生 二封 シテ ハ 他 ノ色 々ナ病 理 機 構 ニ ヨ ツ テ

愛 化 シタ組 織 二比 シテ 特 二良 好 ナ境 地 トハ ナ ラ ナ イ。

3)結 核 ハ癌 ノ前 騙 性 疾 患 トシ テ考 へ・ラ.vナ ィ。4)結



抄

核 ハ恐 ク ノ・癌 素 質 ヲ作 ル カ 叉 ノ・高 メ,レ コ トガ デ キ ル。

5)再 生 機 構 ガ件 ヒ叉 ノ・登 現 ス ル 総 ベ テ ノ病 理 學 的墾

化 ノ如 ク結 核 ノ、腫 瘍 登 生 二封 シテ土 垂 トナ リ得 ル。

(東 京 市療 寺 尾 抄)

肺 結 核 二於 ケ ル 循 環 系 墾 化 ノ病 因 二關 ス ル研 究

J.Moln合v.:UntersuchungUberdiePathogeneseder

Kreislaufsver註nderungenbeiderLungentuberkulose.

人 間 ノ慢 性 肺 結 核 ノ大 部 分 及 實 験 的 二圭 ト シ テ 肺 結

核 ヲ起 シタ家 兎 二於 テ ・・循 環 像 ガ ア リ之 ノ・慢 性 的

Minusdekompensationヲ 想 …yメ)レ 。 他 ノ部 二出 來

タ 結 核 叉 ノ・Tuberkulin注 射 デ ノ・循 環 系 ニ ノ・一義 的攣

化 ノ・起 ラ ナ イ。 肺 罹 患 トMinusdekompensationノ 像

トニ ノ・關 係 が ア ル ト云 フ考 ・・恐 〃 ノ・正 當 デ ア ラ ウ。肺

ノ罹 患 ニ ヨ リ循 環 系 ニ ア ル 物 質 ガ入 リ ソ レ ガ循環 系

二 臨 肱 的 攣 化 ガ 現 ノ・レル ノデ ア ル ト云 フ ノハ恐 ク ハ

考 へ 得 プ ル ・コ トデ ア)v。 循環 系 ノ空 流 、動 静 脈 歴iノ

降 下血 管 ヨ リノ血 漿 ノ 溢 出 赤 血球 塘 加 ノ 攣 化 ノ・病 的

生 理 學 デノ・知 ラ レタ現 象 デ ア ソ テ 之 ・・循 理 系 へ所 謂

Shock毒 ノ作 用 ニ ヨ リ起 ル モ ノデ ア)レ。 此 假 想 ノ物

質 ノ・Histamin類 似 物 質 二 之 ヲ 求 メ ン トス ル 〃 ・恐

ラ ク 正 當 デ ア ラ ウ。 一 髄 、肺 ノ・髄 内 二於 テノ・Histamin

二富 ソ ダ臓 器 デ ア ル。 此 事 實 ノ・英 國 ノ 研 究 家 が 既 二

肺 ヲHistamin二 關 シテ 見 レ バ 内 分 泌 的 臓 器 デ アル

ト見 ルベ シ トサへ 云 ツ テ 居 ル。 肺 ノ慢 性 罹 患 ノ経 過

中Histaminノ ・多 量 二遊 離 ス ベ ク ソvカ'循 環 系 二 既

述 ノ墾 牝 ヲ與 ヘ ル モ ノデ ア ラ ウ。 然 シ現 在 ノ・吾 々ノ、

肺 結核 ノ循 環 系 ・・Shock毒 ノ作 用 後 二現 ノ・レル循 環

像 二比 ス,レ特 有 ナ ル状 態 ニ アル コ ト ヲ 知 ル ニ過 ギ ナ

イ。(東 京 市療 寺 尾 抄)

結 核 性 見童a於 テ 白 血 球 像 ノ攣 化 トVelez藪 ト

ノ關 係

OskarFelsenfeld:DieVelezscheZahlundihrZu・

sammenhangmitdenVertinderungendesweissen

Blutbildesbeimtuberkul6senKinde.

Velezニ ョvバ 血 像 學 的診 断 二 於 テ 白血 球 ノ各 種 ノ

攣 動 が大 切 デ 殊 二 中性 嗜 好 細 胞 ノ核 ノニ叉 ノ・三 分 葉

ノ關 係 ノ攣 化 が大 切 デ ア ル。核 ノニ 分 葉 ノ鍛 ノ・三 分 分

葉 ノ数 ノモ ノ ヨ リモ多 イ時 ノ・positiveVelezscheZahl

(Vz.)ト 云 フ。Velezニ ヨ レバpositiveVZノ ・活 動

性 結 核 二特 有 デ アル ト云 フ。 然 シ著 者 ノ 述 ベ ル トコ

ロニ ヨ)v二VZ.ノ ・決 シテ他 ノ試 験 方 法 以 上 ノ モ ノデ

ノ・ナ イ。 叉 今 日 マ デ結 核 ノ診 噺 法 ト シ テ 確 實 ナ 方法
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ハ 未 ダ登 表 サ レ テ 居 ナ イ、 就 中活 動 性 ヲ示 ス 完 全 ニ

シテ確 實 ナ血 像 學 的示 標 ガ示 サvテ 居 ナ イ。VZハ

Prozessガ 非 活 動 性 トナ)レ前 二 陰 性 トナ リ且 中毒 顧 粒

ノ・臨 殊 的 二既 二非 活 動 性 トナ ツ タ 者 二現 ノ・レル コ ト

ガ屡 くア ル カ ラpositiveVZ.ヲ 以 テ結 核 ヲ非 活 動 性

ト シテ説 明 ス ル コ トノ・認 容 デ キ ナ イ 事 デ ア ル。 中毒

性頴 粒 ノ存 在 ス ル場 合 ノ・常 二 愼 重 ヲ要 ス ル。 終 二 他

ノ量 的 及 質 的 性 質 ヲ究 メ ナ イ デ 血 像 ヲ評 債 セ ン トス

,レコ ト・・不 可 能 デ ア ル。(東 京 市 療 寺 尾 抄)

結 核 性 淋 巴 腺 ノ 氣管 枝 内 排 出 又 ハ 穿 破 ノ場 合=

起 ル肺 ノ膨 脹 不 全 及 膨 脹 不 全 性 肺 炎

FelixFleischner:Atelektaseundatelektatische

PneumoniebeiAusstossungoderD,urchbrucheines

tuberku16senDrUsenherdesindenBronchus.

曾 テHartungガ(Beitr.Klinik.Tbk.77)二 報 ジタ例

ト自 己 ノ2例 ノ観 察 報 告 更 二 本 文 二 記 サ ナ イ著 者 ノ

自 ラ ノ概 察 ヲ根 擦 トシテ表 題 ノ 如 キ 肺 炎 ノ病 理 及 臨

躰 所 見 ヲ記 ス。 氣 管 枝 壁 ノ 穿 破 ノ・咳 漱 が原 因 トナル

モ ノデ 時 ニ ノ・血 疾 ヲ件 ツ テ來 ル。淋 巴腺 竈 ハ氣 管 枝 狭

窄 ヲ起 シ共 部 ノ肺 部 二膨 脹 不 全 ヲ招 來 ス ル。是 等 ・・全

均 症 状 ナ シニ経 過 シ純 粋 ノ膨 脹 不 全 ヲ來 ス カ叉 ノ・之

ト共 二膨 脹 不 全 性 肺 炎 ヲ起 ス。 臨 肱 的 ニ ノ・非 定 形 的

肺 炎b混 同 サ ル。X線 像 二於 テ ノ・膨 脹 不 全 性 硬 塞 、萎

縮 及 氣 管 枝 狭 窄 ヲ 認 メ得 ル。 然 シX線 的 ニ ノ・他 ノ機

構 ニ ヨル氣 管 枝 狭 窄 ト間 違 ヤ ス イ。 離 脱 シタ 竈 が氣

管 枝 石 ト シテ叉 ノ・破 開 シ タ 病 竈 ガ喀 出 サ レ・テ 了 フ ト

膨 脹 不 全 ノ部 分 ノ・遽 二再 ビ通 氣 サ レ テ 全 均 症 状 ・・清

失 ス ル。 更 二 稽 留 性 腓 脂 性 氣 管 枝 閉 塞 ト膨 脹 不 全 性

肺 炎 ガ現 ハ レ叉 此 破 埋 シ タ 淋 巴 腺竈 カ ラ氣 道 性 播 種

叉 ・・浸 潤 、 肺 瘍 等 ノ關係 ヲ示 セ ル ヲ見 ル。

(東 京 市療 寺 尾 抄)

結 核 組 織 内 ノ鐵 蓄 積 二就 テ

BernhardSteinmann:OberEisenspeicherungim

tuberku16sen〈iewebe.

V.Menkinノ ・結 核 家 兎 二繰 返 シ鐵 盤 ヲ静 脹 内 二注 射

ス ル ト鐵 ・・結 節 ノ乾 酪 中 心部 二好 ソ デ 蒐 積 ス ル ト報

ジタ、此 所 見 ヲ實 詮 セ ン ガタ メ ニ 著 者 ノ・一 方 デ ノ・結 核

臓 器 殊 二 人 間 ノ肺 内 二於 テ他 方 デ ノ・天 竺 鼠 二鐵 鞭食

餌 ヲ與 ヘ タ物 二 就 テ 結 節 内及 乾 酪 竈 ノ鐵 含 量 ヲ検 査

シ タ。 人 間 ノ臓 器 ヲ見 ル ト 結 節及 乾 酪 竈 ノ周 邊 ノ非

結 核 性 組 織 ニ ノ・鐵 ノ・ア ツ タ ガ 殆 ン ド例 外 ナ シニ完 全

二鐵 ノ猷 乏 ヲ示 シテ居 ル。
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静 脈 内 注 射 ニ ヨ リ結 核 ト ジ タ 天 竺 鼠 ヲ試 獣 トi野照獣

トニ分 チ前 者 ヲ長 期 間毎 日鐵 ヲ 以 テ 飼 養 シタ カ・燈 重

曲 線 ノ關 係 ニ モ結 核 性Prozessノ 廣 サ ニ 於 テ モ雨 群

間 ニ ノ・何 等 ノ匠 別 ガ ナ カツ タ。 試 験 獣 ノ脾 、 肝 、一部

ノ肺 モ封 照 獣 ノ 同臓 器 ヨ リ ノ・鐵 含 有 量 ノ高 イ コ ト ヲ

示 シタ。 一般 二雨 群 共 結 節 殊 二 乾 酪 竈 ノ・含鐵 ノ獣 デ

ノ・ナ カツ タ ガ其 周 邊 二 ・・多 量 ノ 鐵 が蒐 積 シテ居 タ。

唯 乾 酪 竈 内 二石 灰 沈 著 ガ 屡 ミア ル ト同様 二 結 節 ノ周

邊 部 ノ ミニ輕 微 ノ鐵 蒐 積 が ア ツタ ノノ・屡 く見 ラ レタ。

鐵 ヲ以 テ 飼養 シ タ 正 常 天 竺 鼠 ハ肝 臓 内 二輕 微 ノ鐵 墳

加 ヲ決 定 デ キ タ ニ 過 ギナ イ。 然 シ脾 ト肺 内 デ ノ・鐵 ノ

増 加 ヲ來 シテ ナ イ。 結 核 獣 ノ脾 、 肝 、肺 内 ノ鐵 ノ蒐 積

ノ・多 少 ナ リ ト結 核 性 ノProzessニ ヨツ テ 影 響 サ レル

ヤ ウニ見 エ ル ガ此 時 ニ ノ・鐵 ・・結 核 性 部 位 自 勇 二蒐 積

サ レル コ トノ・ナ イ。Menkinト 著 者 ト ノ成 績 ノ相 違

ノ・家 兎 ノ試 験 手 技 ニ ア ル。 天竺 鼠 二於 ケ ル モ ノノ・ヨ

クー 致 シテ居 ル、ソ レノ・結 核 部 殊 二乾 酪 竈 ニノ・正 常 組

織 ヨ リノ・極 僅 二蒐 積 セ ル ニ 過 ギ ナ イ コ トデ ア ル。 要

ス ル ニ著 者 ノ結 果 ノ・Menkinノ 成 績 ト明 二 樹 立 シテ

居 ル。(東 京 市療 寺 尾 抄)

結 核 及 出血 性 素質 二 於 ケ ル 肺 出 血 呂 就 テ

J.Leitner:UberLungenblutungbeiTuberkulose

undH註morrhagischeDiathese.

結 核 ト出血 性 素 質 問 ノ 關 係 ハ 今 迄 絵 リ観 察 サ レナ カ

ツタ が存 在 ス ル モ ノデ アル。結 核 患 者 二現 ・・レル紫 斑

病 ノ多 数 ハ結 核 ガ 原 因 ヲナ ス ト考 フ ベ キ デ ア ル。 重

症 ノ敗 血 性結 核 形 叉 ノ・慢 性 肺 瘍 ノ 悪液 質 性 終 期 二於

テ紫斑 病 ハ ヨ リ屡 く現 バ レル。其 際紫 斑 病 ハ 造 血 系 及

網 状 内皮 系 ノ終 期 的障 碍 ノ 表 現 デ ア ル ト見 ル ベ キ モ

ノデ ァ ル。 紫 斑 病 ノ・稀 ニノ・輕 症 ノ結 核 ニ モ 出 現 ス ル

コ トハ多 ク襯 察 サ レ タ。又 是 等 ノ紫 斑 例 ノ・屡 く結 核性

Schubト 共 二來 リ、 又Schubが 鎭 静 シテ後 二消 滅 ス

ル。 是 等 ・・anaphylaktoidePurpuragrupPe二 屡 ス ベ

キ疾 患 トシテ観 察 サ レ結 核 性 中毒 ニ ヨ ツ テ 起 ル。 其

他 ・・Purpura脾 結 核 ノ際 二屡 く観 察 セ ラ1・・)tZ。此 決

定 ・・實 用 上 ノ意 義 ガ ァ リ適 時 ノ 診 断 ニ ヨ リ適 切 ナ治

療 ヲ加 ヘ シメ 得 ル。 多 ク ノ學 者 ノ・結 核 性 脾 臓 除 去後

二治 癒 ス ノレコ ト ヲ報 告 シテ居 ル。

結 核 ノ場 合 ノ紫斑 病 ノ・Purpuraathrombopenisch或

ノ・thrombopenisch途=ノ ・thrombasthenischデ ア リ

得 ル。 是 等 ノ・精 細 ナ ル 研 究 ニ ヨ リ色 々 一 分 チ得 ラ レ

ル モ ノデ アル。

結 核 ガ潜 伏性Blutungsbereitschaftヲ 起 シ 得 ル ヤ否
　

ヤ ノ問 題 タ●ガ之 ハPurpuraト シ テ ノ症 状 ヲ現 ・・サ ナ

イ デ肺 出血 ノ傾 向 デ 現 バ レル モ ノダ。 著 者 ノ・本 問題

ヲ解 決 スJvタ メ ニ凝…血 時 間 、出血 時 間 、Thrombozyten

籔 、血 餅 ノRetraktion及 ビRumpel-Leede氏 現 象 ノ

血 管 要約 ト攣 化 シ タ 内皮 系 ヲ有 ス ル 血 管 要約 ヲ研 究

シタ。 即結 核 者36人 中7人 ・・出血 中15人 ノ・出血 後

二他 ノ・喀 血 ノナ イ 時 二 槍 査 シタ。 ソ レ ニ ヨ ル ト上 記

要 約 ノー 義 的攣 化 ・・出血 ノBereitschaftノ 高 マ ル意

味 ノ アソ タ ノノ・少 撒 例 ジ カ ナ カツ タ。 大 多 鍛 ノBlut・

ungsbereitschaftノ ・出血 時 間 ノ延 長 及 ビGerinnselre-

traktionノ 遅 延 トThrombozyten数 ノ減 少 二蹄 ス ベ

ク凝 血 時 間 ノ延 長 ノ・2例 ニ シ カ見 ラvナ カ ソ タ。血 管

要 約 ノ・時 々病 的 墾 化 ヲ示 シ多 ク ノ例 ・・Thrombozyten

及 出血 時 間 二封 シテ ・・正 常 ノ所 見 デ ア ソ タ。

(東 京 市療 寺 尾 抄)

BeitragezurKlinikderTuberkulose86.Bd.3.Ht.1935

氣管枝癌 ノ診断學二就 テ

A.Kenner:ZurDiagnostikdesBronchμscarcinoms .

著 者 ハ18例 ノ氣管枝癌 ノ臨林的圭徴 ヲ記 シ是 等二殆

ド常ニ アル随伴 現象 ノ・肺 部 ノ慢性肺炎性攣化 デアツ

タ コ トヲ述 ブ。 硬化性 、膿瘍性壌 疽性病形 二慢性肺炎

ノ存在 スル場合 ニ ハ 共所 團氣管枝 ノ狭窄 ヲ探 ス コ ト

ガ必要 デ アツテ叉繰返 シ來 ル喀血、狡 窄性呼吸、皮膚

静脈 ノ怒張又 ハ副血管 ノ形成 等 ノ鍛 多 ノ症 状 ヲ綜合

スル時 ハ診断的意義 ノァル コ ト ヲ圭 張 シ特有 ナル症

状 ニヨ リ早期診断 が可能 デ アル ト云 フ。

(東京 市療 寺 尾抄)

肺 結 核 ノ各 病 形 ヲ 臨淋 的 二 判 断 ス ル 際 赤 血 球 沈

隆 亙 底 二 封 ス ル 白血 球 像 ノ意義

GdntherThiele:DieBedeutungdesweissenBlut-

bildesimVerh乞ltniszurBlutk6rperchensenkungsge-

schwindigkeitbeiderjklinischenBeurteilungein-

zelnerFormenderLungentuberkulose.

著 者 ノ・100人 ノ男 二就 テ 赤 沈 ト同 時 二 血 像 ヲ襯 察 シ

タ。 患 者 ハ 開放 性 一部 ノ・空 洞 性 デ 臨 殊 的 ニ ノ・多 少 潜

伏 傾 向 ヲ有 セル 肺結 核 デ ァ ル。赤 沈 値 ノ・正 常 力叉 ノ・限

界 値 ヲ示 シテ居 タ(1-10mm)ガ 血 像 二 ・・甚 シ イ攣i化

が ア ッ タ。 又 各 白血 球 形 ニ モ相 異 が多 カッ タ。多 ク ノ
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患 者 デ ハ線 ベ テ ノ血 球 形 二 量 的 及 質 的 一 甚 シ イ攣 化

ガ ア リ少 倣 者 ニ ノ ミ異 形 ヲ見 タ。総 白血 球 撒 ハ正 常 力

叉 ハ増 加 シ減 少 ンタ ノハ ナ イ。全 部 二淋 巴 球 塘 加 ヲ示

シ中性 嗜 好 細 胞 二 ・・同 時 二 強 度 ノ左 遷 ヲ 見 タ ノが屡

デ ア ツタ 。殆 ン ド正 常 値 ノ中性 嗜 好 血像 デ ア ツ テ モ淋

巴球 ・・甚 シ〃攣 化 シテ 居 ル。叉 全 ク正 常 ノ血 像 ・・1人

モ ナ カ ツタ。血 像 學 的 所 見 ハ 臨 沐 的 ノモ ノ トノ・屡 く一

致 シナ イモ ノデ ア ル。赤 沈 が正 常 デ モ 白血 像 ガ正 常 デ

モ空 洞 ノ存 在 ヲ否 定 デ キ ナ イ。ガ然 シ白血 像 ガ正 常 ニ

ナ ソ テ初 メテ 肺 内 ノProzess・ ・眞 二 停 止 シタ コ トヲ

示 ス。 著 者 ノ槍 査 例 デ ・・白血 像 ノ・赤沈 ヨ リモ勝 ツテ

居 タ。 ソ レ・・疾 病 ガ眞 二停 止 セ ズ 赤沈 及 其 他 ノ臨 躰

上 ノ所 見 ノ ミ が 誤 認 セ シ メ ル コ ト ヲ 示 シテ居 ル。

Schillingノ 云 ツ タPhasen及H註mogrammが 眞實

ノ關 係 ヲ示 ジテ居 ナ イ タ メ ニ 是 認 デ キ ナ イ ノデ ア ル。

實 際 上 ノ 目的 二 劃.シ テ ノ・Arnethノ 短 縮 シ タ 中性 嗜

好 細 胞 ノ血 像 が ヨ イ。 何 トナ レ バ 之 デ ノ・100中 性 嗜

好 細 胞 中第 一 級 ノ細 胞 ノ ミ ヲ 決 定 セ バ ヨ イ カ ラ デ ア

ル。(東 京 市 療 寺 尾抄)

胸 廓 成 形 術 ノ手 技 的 改 艮

RichardNoack:TechnischeVerbesserungenzur

Thorakoplastik.

Thorakoplastikヲ 行 フ時 二最 速 二 確 實 二叉 安 値 ニ ナ

ス タ メ ニ肋 骨 ノ骨 膜 及 軟 部 ヲ容 易 二 除 キ得 ル ヤ ウニ

工 夫 シタRaspatoriumヲ 圖 解 シタ モ ノ デ其 長 サ ガ32

cmノ ニ 種 、22cmノ ヲ ー種 ト更 二30cm/Schere

付 ノー 種 ノ使 用 法 ヲ記 シテ アル。(東 京 市療 寺 尾 抄)

結 核 菌 株 ノ 菌 型 決 定 ノ 補 遺 及 人 類 二 於 ケ ル牛 型

菌 感 染 頻 度 問 題 二 就 テ

E.Piasecka-ZeylandundW.Sznajder:Beitragzur

TypenbestimmungvonTuberkelbacillenstammenund

zurFragederH乞ufigkeitderbovinenInfektionbeim

Menschen.

成 人27人 ト小 見31人 ヨ リ58菌 株 ヲ 得 内54株 ノ・人

型 菌4株 ハ牛 型 菌 デ ア ツタ 。 其4人 中2人 ノ・屠 殺 夫 、

2人 ノ・生 牛 乳 飲 用 者 デ ア ツタ。 此 牛型 菌 感 染 ガ少 イ

コ ト・・一般 二母 乳 ヲ以 テ 哺 育 シ 生 獣 乳 哺 育 ガ排 セ ラ

vテ 來 タ傾 向 ヲ示 ス モ ノデ アツ テJensenガ 提 唱 シ

タ假 説 二從 ヘ バ此 所 デ ノ 關係 ・・意 義 ア ル コ トが 云 ヒ

得 ル。(東 京 市 療 寺 尾 抄)

結 核 菌 二劃 ス ル 水 及 物 理 化 學 的 要 約 ノ作 用

J.WeissfeilerundK.M.Dwolaitskaja・Barischewa:

DieWirkungdesWassersundphysikochemischer

FaktorenanfdieTuberkelbacillen.

結 核 菌 ノ・水 中 二浮 游 セ ル場 合 ニ ノ・迅 速 二 死 滅 ス ル モ

ノデ 生 存 シ得,レ菌 数 ノ・浮 游 液 ヲ作 ツ タ後10-20日 ヲ

経 し・バ ヲ100二 減 ズ ル。 叉 菌株 ニ ヨツ テ ・・水 ノ作 用 二

封 シ テ色 々ナ抵 抗 カ ヲ有 シ或 種 ノ研 究 室 内菌 株 ノ・水

中 デ ノ・却 テ壇 殖 ス ル ノガ ア ル。各 結 核 菌 ・・水 中 デ ハ 病

原 菌bシ テ根 本 的 ナVariationヲ 來 スb共 二 根 本 的

ナ攣 化 ヲ シテaktinomyceten,Diphtheroiden,Mikro・

kokkenト ナ,レ。 是 等 ノ微 生 物 ノー 部 ・・極 メ テ徐 々ニ

シ カ登 育 シナ イ カ ラDissoziationノ 試 験 二 際 シテ ノ・

孤 立Kolonieヲ 呈 シ且結 核 菌 ノ登 育 二影 響 サvナ イ。

結 核 菌 ヲ水 中 デ死 滅 セ シ メ テ次 デ行 フDissoziationノ

試験 ・・色 々 ノVariationsformenヲ 見)レ ニ 適 ・yテ居

,レ。 ソ レノ・コ ノ方 法 ノ・容 易 二 繰 返 シ行 ヒ得 且 カナ リ

Konstant二 所 期 ノ結 果 ヲ得 ラ1/,レ カ ラ ダ。 物 理 化 學

的條 件 が攣 化 ス ル コ ト ニ 及 ボ ス モ ノノ・PHガ 良 成 績

ヲ與 ヘ ル。FeCl3/N/264ノ 液 ノ・3債 ノIon牝 鐵

(Fe●'うガ恐 ク菌 燈 二 固 著yテ 色 々 ノ形 態 蟹 生 二好 都

合 トナ ル ノ デ ァ ラ ウ。 色 々 二攣 化 シ タ 微 生物 ノ・安 定

性 デ ア ツ テ之 ガ 再 ビ結 核 菌 二 還 元 ス ル コ トノ・今 迄 ニ

ノ・成 功 シナ イ。 是 等 ノ成 績 ニ ヨ リ結 核 菌 ハ 場 合 ニ ヨ

ソ テ ノ・phylogenetischlilterePhasenヘ ノ隔 世 遣 傳

ヲ示 シ得 ル ト云 フ假 読 ヲ支 持 ス ル モ ノデ ア ル。

(東 京 市療 寺 尾 抄)

Thiele氏 ノ 「肺 結 核=於 テ 診 断 及 豫 後 決 定 二 封 ス

ル 赤 沈 値 二就 テ 」二 封 シテ

Illig:ErwiderungaufdieArbeitvonDr.Thiele:

"UberdenWertderBestimmungderBlutk6rperc・

hensekungsgeschwindigkeitfUrdieDiagnose・und

PrognosestミllungbeiderLungentuberkulose``Beitr.

Klin.Tbk85,H.4,302

著 者 ノ・Thieleが 要 治 療 結核 患 者 ノ赤 沈 値 力"多撒 二於

テ 正 常 値 ナ リ ト示 セ ル コ トヲ駁 シ 之 ノ・1時 間 ノ 値 ヲ

見 ル カ ラ カク ナ ル ノデ 著 者 ノ 多 数 ノ綴 験 ニ ョル ニ2

時 間 ノ値 ヲ見 ル コ トが大 切 デ ア ル コ ト ヲ主 張 ス ル。

(東 京 市療 寺 尾 抄)

ZeitschriftfarTuberkuloseBd.76Heft1.1936
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肺 臓 診 断 學 二於 ケ ル 「レン トゲ ン 」立 髄像 ノ債 値

二 就 イテ

Dr.H.Schultz:Vberden'WertdesR6ntgenraum-

bildesinderLungendiagnostik.

先 ヅ著 者 ハ 立燈 鏡 爲 眞 ノ原 理 並 二之 レ ガ 文 獄 ニ ヨ ル

攣 選 ヲ論 ジR6ntgenstereoskopieノ 得 失 二 論 及 シ 立

髄 像 ガ肺 臓 診 臓 學 二於 テ 何 ヲ 充 タ ス カ ヲ剃 定 セ ソ ト

シテ試 ミタ ル総 資 料 ヨ リ好結 果 ヲ 得 タ ル モ ノ120例

ヲ次 ノ四 群 二分 チ 以 テ 記 ス。

1・ 一般 的 解 剖 生 理 學 的 或 ・・局 所 的興 味 アル 例(10)

2・ 種 々ナ ル期 別 二於 ケ ル結 核 症 例(74)

3.非 結 核 性 病 的 症 例(20♪

4.氣 管 枝 描 爲 法(16)

〔1〕 ・一般 的 解 剖 生 理 學 的或 ・・局 所 的 興 味 ア

ル例

肺 門部 二有 ス ル小 陰 影 廃 ガ 腺 ノ 石 灰 化 ニ ヨル モ ノデ

アル カ或 ・・之 ノ 場 合orthogradノ 血 管枝 力'問題 デ ア

ルヤ否 ヤ ノ、臨 脈 家 ニ ト リ テ ノ、興 味 ア,レ問題 デ ア ル ガ

共 正 鵠 ・・期 シ難 キ モ 立膣 像 二 於 テ ハ ー 見 シテ読 明 シ

得 ル。

肋 軟 骨 二於 ケ ル 石 灰 化 バ ー 定 ノ場 所 二於 テ黙 綴 セ ル

場合 或 ハ病 的陰 影 ト重 ナ ル場 合 二 ・・誤 認 サ レ ル恐 レ

ァル モ ノデ叉 他 ノ例 ノ 如 ク 別 個 撮 影 デ ノ・一 見肺 野 ニ

アル斑i鮎様 石 灰 化 陰 影 モ 明 カ ニ 肋 膜 石 灰 化 トシテ 後

胸 壁 三認 メ ラ レタ。 或 ・・解 剖 的 攣 異 無 名静 脈 葉

モ 確 立 シ得 ル。 夫 レ ・・識 別 診 噺 二於 テ大 切 ナ ル

モ ノデ ァ ル。

〔∬〕 結 核 症 例

結 核 ノ・實 際 的 二大 ナ ル 意 義 ヲ 有 ス ル モ ノデ種 々努 力

ノ結 果Dicol6sニ ョ,レTelestereoradiographieナ ル

モ ノ ガ生 レタ。 之 レ ニ於 テ ノ・影 像 距 離 ノ・大 トナ リ撮

影 二際 シ テ理 想 的 二鮮 明 ナ,レ モ 近 距 離 ヨ リノ観 察 二

際 シテ ・・ヒヅ ミテ認 メ ラ レル。故 二著 者 ・・影 像 距 離 ヲ

150cm.開 キ テ13cmト シテ撮 影 セ リ。

軍 一 撮 影 像 二於 テノ・容 易 二認 メ 得 ナ カソ タ或 ノ・肋 膜

性 攣 化 ニ ヨ リテ被 ノ・レタ 早 期 浸 潤 ノ・立 膣 像 二於 テ ノ・

容 易 二確 定 ス ル コ トヲ得 、然 モ 深 部 病 竈 ニ シテ臨 躰 的

二病 的症 候 ヲ胸 壁=聞 ク ヲ 得 ザ ル時 ニ モ解 決 ヲモ タ

ラ スモ ノ,デア ル。Tenbergen及Albadaノ 書 ケ ル如

ク境 界 不 鮮 明 ナ ル ボ ケ タ 陰 影 ノ・幾 何學 的 計 測 ニ ヨ リ

テ ハ 明 カナ位 置 剣 噺 ヲ得 ラ レナ ィ ガ 圭 観 的 観 察 二於

テハ 互 二融 合 セ ル陰 影 デ モ空 間 的 二剃 別 出來 ル。結 核
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ノ産 出性並 二繊維性病型 ・・立髄鴇 眞二封 シテ…厨 簡

輩 ナ ル像 ヲ呈 スル。

移行型 二於 テ其 ノム シロ産 出性 ナ ル カ滲 出性 ナル カ

ヲ決 定ス ルニ便ナ リ。

空洞 形成前寝潤 二・・立髄像 ・・殊 二役 立 ツモ ノデ空洞

ハ理論 上球 状 トシテノ・認 メ難 クZF面 的 ナ環状陰影 ト

ナ ルベ キモ共 ノ前後 二存在 ス ル 種 々ノ陰影 ヨ リ空洞

トシテ想像 ス ルコ トガ出來 ル。

氣胸術施行 二於 テ臨躰家 千 ト ツ テ 有意義 ナルモ ノ・・

索條形成 ノ認識 デァツテ之 レニ 鉗 シテモ確答 ヲ與 ヘ

ノレモ ノデアル。癒 著 ア リテ所 々二Tascheが 生 ジテ

ル標 ナ場合 ハ立髄像 デモ分 ラナ イ が 之 レニ浸 出液 ガ

溜 ル ト忽然 ト生 ズ,レ陰影 ニ ヨ リ空所 ノ兆 ガ明 カトナ
●

)レo
.

浸 出液 自艦)・「Vンbゲ ソJ像二於 テ ノ・同質 ナル陰影

二過 ギ ズシテ高度 ノ濃厚 ナル浸潤 ト類似 ス。

〔皿〕 非結核性病 的症 例

氣管枝性肺炎 ・・一定病 期 二於 テ ・・硬化 性結 核 ノ像 ヲ

呈ス ルモ ノデ アル が 兎 モ角Raumbild二 於 テ・・匠別

シ得 ル。

石工肺 ・・常 二結核 ト見倣 サ レルモ ノ デ 臨鉢上所見 ト

病理解剖的所 見 トガ決定 ス ル。

葉間腓砥 モ肺 門二於 ケ ル 同質性陰影 モ同檬 立髄像 二

於 テ様子 ヲ明ニス ルヲ得。

[IV〕 氣管枝 「レソ トグ ソ」爲 眞

氣管枝 「レン トグ ソ」察 眞 が蛋 見 サ レ テ 以來 全盛期 ・・

去 ツテ居 ルガ兎 モ角解剖學 的研究例 ヘ バ 生腔氣 管枝
ゴ

ニ 於 ケ ル 好 適 分 枝 角 ノ 法 則 ノ 研 究 ノ如 キ ニ ノ・大 ナ ル

債 値 ア リ ト。 て刀 根 山 杉 田 抄)

肺 結 核 二 於 ケ ル 水 素 「イ オ ン 」濃 度

V.Balanescu,SimionOerinundVasileVartic:Die

WasserstoffionenkonzentrationbeiLungentuberkulo -

se.

血 液 及 淋 巴漿 殊 二細 胞 成 分 ヲ モ ツ 漿 液 ノ・「ア ル カ リ」

性 デ ァ ル。 漿 液 中 ノ酸 性 反磨 ・・共 ノ 度 二 「'f.行シタ ル
ノ

重 篤 ナ ル障 碍 ヲモ タ ラ ス 酸 或 ・・「ア ル カ リ渡 ノ観 察

ハ豫 後 到 定 ノ上 二 必 要 デ ア ル が 多 数 ノ學 者 ニ ヨ ル成

績 ノ・多 様 デ アル。

著 者 ノ・126例 ノ肺 結 核 患 者b12例 ノ健 康 者 ノ血 液 二

就 テ検 査 シタ.夫 レノ・蔭 酸 「カ リ」或 ・・弗 化 「チ ト リゥ

ム」ニ テ虜 置 シテ行 フ方 法 デ爲 シ、共PH値 ノ・Hellige-

Komparatorヲ 用 ヒ テ測 定 シ、指 示 藥 ニ ノ・色 々ナ色 調



92 抄

ノァル0.2ヅ ・ノ差 ノァル硝子板 ヲ用 ヒタ。

試験 的 二健 康者 二就 テ血液尿及 喀疾 ノPH値 ヲ測 定 シ

,タが共 卒均値 ノ・血 液=7.38、 尿=・6.30、喀疾=6・85デ

アツタ。

肺結核 患者 ノ値 腱 康者 ノ値 トノ・差異 力"アル.著 者

ノ・患者 ヲ次 ノ五群 二分 チ

a)閉 鎮性硬化性肺結核(豫 後良ナ ル)

b)開 放性停止性肺結 核(豫 後良 ナル)

c)開 放性肺結 核`良 経過 ヲ トル)

d)開 放性肺結 核(不 良経過 ヲ トル)

e)開 放性重症肺結核

其血液、尿、喀疾、肋膜滲 出液及肋膜膿 ノ水 素 「イオソj

濃度 ノ亭均値 ノ・次 ノ如 クデ ァル。

血 液

7.48

7.40

7.40

7.30

7.20

尿

6.40

6.00

6.10

5.40

5.61

喀 疾

6.60

6.40肋 膜 滲 出液=7.70

6.45肋 膜 膿=6.70

6.00

6.10

以 上 ヨ リ輕 症 デ 良 好 ノ経 過 ヲ ト ル 例 及 ビ肋 膜 炎 デ ノ・

水 素 「1オ ソ」濃 度 ノ・減 少 シ、 「ア ル カ リ」性 ノ塘 加PH

値 ノ上 昇 ヲ観 察 シ、 此 ノ獣 態 ノ・結 核 菌 ノ 登 育 二不 適

ナ リ。 重 症 及 培 悪 傾 向 者 ノ・水 素 「イ オ ソ」濃 度 ノ上 昇

ヲ來 ス。 氣 胸 ニ ヨル 肋膜 滲 出液 ノ・比 較 的 高 イ値 ヲ有

シ、肋 膜 膿 ト粘 液 膿 性 疾 トノ・PH値 ハ少 ナ イ。 輕 症1

尿 ノPH値 ・・殆 健 常 デ ア リ重 症 ノ・減 少 傾 向 ヲ有 ス 。

カ ク水 素 「イ オ ソ」濃 度 ノ 値 ・・治 療 ニ ヨ ル モ ノ デ ナ ク

病 期 及 其 型 及 重 症 ノ程 度 二 影 響 セ ラ レル尾 ノ デ ア ル。

(刀 根 山 山 中抄)

1936年6月Warnemtinde二 於 ケ ル 猫 逸 國 結 核

豫 防 委 員 會 及 ビ結 核 竪 師 會 紹 會

K.Diehl,sdmmerfeld:Jahreshauptversammlungdes

ReichstuberkuloseausschussesundderVereinigung

DeutscherTuberkulosearzteimWamem極ndevon5.

bis6.Juni1936

Dr.Frayノ 開 會 ノ欝

Heigl(st.Goar)家 族 以外 ヨ リス)L/青 少 年 結 核 感 染 ノ

豫 防 方 法 。 義 務 的 乃 至 非 義 務 的 自由 的 生 活 團 學 校 幼

稚 園 、 孤 見院 、 青 年 團 、L・ehrstelle,Hauspersonal,

Tagesheim等 二於 テ役 人 、 世 話 人、 親 方敏 師 等 ノ・就

職 時 二健 康 診 断 ヲ受 ケ ル カ 相 談 所 ノ健 康 謹 明 書 所 有

者 ヲ探 用 ス ル コ トニ シ學 校 二 於 テ ・・敏 師 生 徒 共 二年
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工同 健 康 診 噺X線 診 査 ヲ行 フ事 ヲ圭 張 セ リ。

Sprungmann(DUsseldorf).職 業 ニ ョ ル結 核 傳 播 ノ豫

防 、 看護 婦 特 二 結 核 患 者 ノ看 護 婦 ニ ノ・素 質 ノア ル モ

ノ、25歳 以 下 ノモ ノ、 「ソ ベ ル ク リー ソJ反 磨 陰 性 ノ

モ ノノ・成 ラ サ ヌ、看 護 婦 ・・毎 牛 年 乃 至 一 年 勇 盟 検 査 ヲ

ナ ス。 塵 埃 勢 作 ニ ハ 活 動 性 及 開 放 性 結 核 患 者 ヲ 作 業

セ シ ム可 カ ラ ズ ソ え代 リ 之 レニ 封 シ テ ノ・輕 濟 的保 護

ヲ ナ ス、結 核 二疑 ・・シキ症 モ届 出 デ シ メ民 間療 法 ヲ禁

ズ、 ス ネ者 ヤ没 常 識 漢 ハ 強 制 診 察 ヲナ ヌ。

Griesbach〈Augsburg)結 核 二i封ス)レ強 制 診 察 ノ法 律

ノ必 要

Dorn(Charlottenh6he)結 核 二於 テ弧 制 治 療 ノ必 要 及

ビ可 能 性

Hartwich(Berlin)及Kayser・Petersen(Jena)ノ 附 議

ニ テ委 員會 ノ 日程 ヲ終 ル。

結 核 署 師會 科學 日程 、

Deist(Uberruh)開 會 ノ僻

Klare(Scheideg9)小 鬼 及 若 年 者 ノ開 放 結 核 二就 テ

1916-1933年 ノ間 ノ502例 ノ 開 放 性 結 核 小 見 及 若 年

二就 テ3年 毎 ノ問 ヒ合 セ ニ ヨ リ ソ ノ韓 節 ヲ見 ル ニ最

初 ノ6年 間 ノ モ ノノ・皆死 亡 シ、10年 間 ノデ ノ・95.5%

死 亡、 次 ノ6年 間 二於 テ ノ・80%死 亡 セ リ、75%位 迄

ノ・死 亡 奉 ヲ下 ゲ得,レ カモ知 レヌ、好 影 響 ヲ與 フ ル因 子

トシ テ ノ、 内 因 デハ

Lymphatism外 因 デ ノ・早期 診 噺 ト適 當 ナ ル 治 療 ナ リ

Braeuning(Stettin)ノ 追 加 、13年 間 ノ槻 察 デ 死 亡 率

80%デ 積 極 的療 法 二=リ 影 響 ヲ認 メ ヌ。

B6hne(Hamburg)Meinickc氏 結 核 反 慮 二就 テ20000

例 二於 ケ ル検 査傭 帯 血 液 ・・全 部 陰 性 、i新鮮 ナ ル心 内膜

炎 、高 キ残 鯨 窒 素 偵 ヲ有 ス,レ腎 臓 病 ノー 部 肝 硬 攣 ノー

部 及 ビ種 々ナ ル 疾 患 ノ 若 年 者 ノー少 部 分 二於 テ ハ陽

性 二 現 ル成 人 結 核 二於 テ ノ・慢 性 進 行 性 肺 瘍 二於 テ100

%ノ 陽 性 ヲ得 、急 性 病 機 ノ消 裾 ト共 二減 弱 ス ル モ 赤 沈

ヤ臨 躰 症 状 ヨ リ逞 レテ來 ル、推 進 ノ場 合 ニ モ遅 レテ登

現 ス、 臨 沐 上非 活 動 性 ノ揚 合 ニ ノ・殆 ン ド全 部(一)ナ

リ、病 竈 形 成 ノ新 シキ場 合 ニハ此 反 磨 ノ・鏡 敏 モ 調 節 シ

テ モ不 感 ナ リ、 外 科 結 核 ノ・病 竈 ノ大 ナ ル骨 結 核 ニノ・

(十)淋 巴腺 ・・乾 酪 化 スvレ モ50%(十)腎 及 膀 胱 結核 モ

強 乃 至 中 等度(十)、

此 ノ反 磨 ・・熟 練 ト経 験 ヲ要 ス。 非 特 異 性/紫 状 ・沈 澱

ト間 違 《 ヌタ メ ニ色 々 ノ材 料 二 於 テ 経 験 ヲ積 マ ネ バ

ナ ラ ヌ。
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Meinickeノ ・拶 脊 髄 液 ノ(一)ナ ♪レヲ注 意 シHantwich

(Berlin)及Kalk(Berlin)

追 加 ア リ。

次 デ結 核 二於 ケ ル滑毒 方 法 二 關 シテ 次 ノ3人 ノ演 説

ア リ。

Habs(Heidelberg)

消毒(Desinfektion)・ ・病 …毒 ヲ殺 ス ト云 フ狭 義 二解 セ ラ

'レテ ヰ ル ガ元 來 ノ・感 染 不 能 状 態 ニ ス ル ト云 フ意 ナ リ、

消毒 ・・直 接 感 染 ノ場 合 ヨ リモ 間 接 二 物 ヲ介 ジ テ傳 染

ス ル場 合 二有 敷 ナ リ、 結 核 二於 テ牛 乳 ニ ヨ ル 感 染 ・・

Pasteur法 ニ ヨ リ完 全 二妨 グ ヲ得 、飛沫 ヨ リモ塵 挨 傳

染 が圭 ナ リ ト認 メ ラ ル ・吸 入 感 染 ノ場合 ニ モ 消 毒 ハ

必 要 ナ リ。 結 核 感 染 経 路 ニ ツ キ テ ノ 知 識 ノ進 歩 ガ有

数 ナ ル清 毒 ノ慮 用 二最 モ必 要 ナ ル條件 ナ リ。

Gabe(Stammberg)療 養 所 二於 テ從 業 員及 ビ患 者 二封

ヌ ル感 染 蚊 ビ ニ重 感 染 ヲ避 ケ ル コ ト、下 水 ニ ヨル近 隣

ノ危 害 ヲ避 ケ ル コ ト必 要 ナ リ、飛沫 傳 染 ノ、患 者 ヲ教 育

ス ル コ トニ ヨ リテ避 ケ得 ル、塵埃 傳 染 ハ ドノ程度 二危

険 ナ ル カ、 之 レ・・ア マ リ怖 レラ レ過 ギ ノ傾 ア リ、此 ノ

危 瞼 ノ程度 ヲ知 ラ ソ トシテ實 験 セ 広 海狸 ヲー ケ年 以

上 診 察 室及 ビ洗 濯 物 鍛 へ室 二 籠 二 容 レ飼 養 セ ル ニ罹

患 セ ズ、同 室 ノ床 及 ビ壁 ヤ戸 ノ桟 ノ上 ノ挨 ヲ検 セ ル ニ

動 物 試験 及 ビ培養 共 二陰 性 ナ リ病 殊 ノ毛 布、敷 布 、 札

掛 ケ絨 等 ヲ密 室 デ充 分 挨 ヲ錦 ヒ 出 シ 同所 二24時 間海

猿 ヲ置 クモ 罹 患 セ ズ、封 照 トシ テ結 核 疾 ヲ塗 リタ ル 毛

布 ヲ以 テ實 験 セ ル ニ罹 患 セ リ、仰 臥 室 ノ床 ニ ソ イ テ モ

同標 ナ リ。

病 室 ノ消毒 ノ・水 石 鹸 ブラ シ デ 徹 底 的 二 清 掃 ス ル コ ト

甚 ダ注 意 シテ 床 ヲ 手入 レス ル コ ト及 ビ通 風 ニ テ足 リ

ル。 「フォル マ リ ソ」消 毒 ・・死 亡 者 ノ ア ソタ 後 二行 フ ト

氣 持 ノ上 デ良 イ、毛 布 敷 布 類 ノ・「フォル マ リソ」清 毒 ヲ可

トス書 物 ノ共 同使 用 ニ ヨ ル 危 瞼 ・・實 験 上 實 地 上 甚 ダ

少 イ、共 ノ上 實 際上 書 物 ノ清毒 方 法 二便 法 ナ シ。 食 器

ノ・病 院 ノ ヨ ウニ器 械 デ洗 フ所 デノ・問題 トナ ラ ヌ、且 ツ

此'方面 ノ危 瞼 ノ少 イ事 ハ 食 餌 感 染 性 ノ 大 ナ,レ豚 ヲ残

飯 デ養 フ コ ト13年 ノ経 験 中 カ ツ テ罹 患 獣 ヲ見 ズ、 第

一 ノ注 意 ・・喀 疾 ノ無 毒 化 ナ リ
、化學 的 方 法 デ ・・理 想 的

ノモ ノナ シ疾 ハ流 通 蒸 氣 清 毒、洗 濯 物 ノ煮 沸 ・・下 水 ガ

結 核 菌 デ汚 サ レル 事 ノ 不 可 避 ナ ル限 リー 層 必 要 ナ リ

便 ト共 二排 出 セ ラ レ・タ ル 結 核 菌 ガ最 良 ノ浮 化 装 置 ヲ

通 過 シテVorfluter二 來 ル コ トノ・獣 試 ニ ヨ リ詮 明 セ ラ

レ・ル流 レ小 川 二於 ケ ル 結核 菌 ノ 生 命 ・・未 試 験 濟 ナ リ。

ρ
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Sleininger(Konstanz)病 氣 輕 過 中 ノ清 毒 パ患 者及 ビ共

家 族 が ヨ ク物 ノ分 ツ タ人 々デ ナ イ ト行 ・・レナ イ。 病

氣 終 結 叉 ノ・引越 ヴ ノ際 ノ跡 ノ 清 毒 ハ 邊 滞 ナ ク届 出 シ

メ テ 完 全 ナ ル公 ノ消 毒 者 ノ手 ニ ヨ リ テ 消 毒 セ シメ ネ

・ミナ ラ ヌ、 消 毒 法 ノ・「フォル マ リソ」蒸 氣 清 毒 ヨ リモ化

學 鋼 ヲ以 テ清 拭 ス ル 方 ガ ヨ イ。

Lange(Berlin)Braeuning(Stettin)Bachmann(K6nig・

sberg)ノ 追加 ア リ。 飛 ビ入 リ トシ テ

J.Schrameck(Aussig)L6wenstein法 ニ ヨル血 中結 核

菌 培 養 二於 テ陰 性 成 績 ヲ獲 表 シ、 次 デ

Graf(CoswigbeiDresden)特 二肚 會 署 學 ヲ考 慮 シ テ

行 ヘ ル 「トラ コi7eラ ス チー クJ二 就 テ。

肺 上 部 ノ空 洞 存 在 部 ヲ絶 縁 シ 下 部 ノ健 康部 ノ機 能 ヲ

保 存 ス ル 「トラ コプ ラス テ ー ク」ノ方 法 ノ結 果 二就 テ

ノ・未 グ結 論 ヲ得 ル ノ時 期 二達 セ ズ、 演 者 ノ経 験 デ ノ・

1930年 報 告 提 案 セ ♪レモ ノ ヲ改 良 シ テ 数 果 ヲ ヨ リ良 ク

シ危 瞼 ヲ少 ク ス ル ヲ得 タ ト信 ズ トテ 「レ ソ トゲ ン」罵

眞 「セ リー」ヲ引用 セ リ。

「プ ラス チ ー ク」・・人 工氣 胸 術 ノ行 ヘ ナ1場 合 叉 ・・ソ

ノ無 敷 ナ ル場 合 最 後 ノ手 段 トシ テ行 フベ ク、林 檎 大 以

上 ノ空 洞 ア ル モ ノ ハ直 チ三「プ ラス チ ー ク」ヲ行 フ ベ シ

ト云 フKremerノ 圭 張 ノ・探 ラズ、 横 隔 膜 耐1経 捻 除 術

ノ・蜀 立 ノ療 法 トシテ ノ・成 リ立 タ ズ、叉 「プ ラス チ ー ク」

ノ前 虞 置 トシテ モ不 可 鉄 ノモ ノデ ナ イ、林 檎大 以 上 ノ

空 洞 ア ル モ ノニ ・・豫 メ此 ノ 手 術 ヲ行 ヒ 障 碍 ナ ク バ3

箇 月 以 上 輕 過 ノ後 「プ ラス テ ー ク」ヲ行 フ、叉 肋 膜 外 選

揮 氣 胸 及 ビ油 胸 ヲ 以 テ 「プ ラ ス チ ー ク」ヲ セ ズ ニス マ

ス 事 二努 力 ス ル ガ ヨ イ。

W.Schmidt(Heidelberg-Rohrbach)K6rperschichtauf・

nahmeヲ 考 慮 シ テ「プ ラス チ ー ク 」ノ適 慮 ヲ定 ム ル方

法 。

Grafノ 部 分 整 形 術 ヲ数 果 的 ニス,レ ニ ・・適 磨 セ)レ患 者

ノ選 澤 が必 要 ナ リ、理 學 的 所 見、X窺 眞 列 、 赤 血 球 洗

降 速 度 、血 液 像 、 髄 温 、 脈 、 膣 重 、 喀 疾 所 見 等 ノ外 二

「ス ピ ロメ ー タ ー」ニ ヨ ル肺 機 能 検 査
、電 氣 心 働 圖 ニ ヨ

ル心 機 能 検 査 、 「レ・ソ トゲ ソ キ モ グ ラ フィー」、「レ ソ ト

ゲ ソ ケ,レパ ー シ ヒ トアゥフナ ーメ 」等 ヲ参考 ニ ス ベ ン、

此 ノ新 シキK6rperschichtaufnahmeノ 方 法 ヲ「vソ ト

ゲ ソ」像 ヲ示 ジテ詳 細 説 明 セ リ、 附議

Brauer(Wiesbaden)「 プ ラス チー ク」 ノ方 法 多 鍛 墾 ゲ

ラ レ居 ルモ ドL!""一一一番 ヨ イ ト・・決 メ ラvヌ 、個 々 ノ場

合 二 夫 々適 當 ナ ル モ ノ ヲ揮 ブベ ジ、 「タ イ ル プ ラ ス チ
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一一一ク」ハ 患部 二肋 膜 癒 著 ア ル 場 合 二適 ス
、Maurerノ

人 工 的 二癒 著 ヲ造 ル方 法 モ ヨ イ。

Sauerbruch(Berlin)「 プ ラス チ ー ク」ノ・常 二危 瞼 ヲ伸 フ

手 術 ナ ル コ ト肚 會 的 立 場 ト同 時 二 患 者 個 々二封 ス ル

考 慮 ヲ必 要 トス ル コ ト。

Brunner(St.Gallen)自 己 ノTeilplastik手 術 例 ヲ追

加 。

Beitz(Beelitz)全 及 ビ部 分 胸 廓 整 形 術 ノ呼 吸 機 能 二及

ボ ス影 響 ヲ實 験 セ リ、 手 術 前 後 二 於 ケ ルAtemgrerrz

wert(一 分 間 ノ最 大呼 吸 空 氣 量Liter数)ヲ 検 シ、 可

及 的障 碍 ヲ少 クス ルTeilplastikヲ 推 奨 セ リ。

Kremer(Beelitz)林 檎大 空 洞 ノ直 チ ニ 「プ ラス チ ー ク」

ヲ要 ス ル ト云 フ ノハ 早 期 空 洞 ノ場合 デ ナ 〃、晩 期 空 洞

ノ場 合 二就 テナ リ、Grafノ ・之 ヲ間 違 ヘ テ ル ト指 摘 シ

前 塵 置 トシテ ノExaireseノ ・必 然 ノモ ノ ナ ラ ズ、葉 間

肋 膜 ノ癒 著 ア リテ横 隔 膜 ノ 運 動 ガ 上 葉 ヲ引 張 ル如 キ

場 合 ・・之 ヲ行 フ ト云 フWeberノ 提 案 ・・可 ナ リ。アメ

リ カニ於 テ推 奨 セ ラ レル、 一 時 的 上 葉 充 填 法 二i欠デ

T6ilplastikヲ 行 フ方 法 モ ヨイ1・思 フ。

(刀 根 山 辻 川 抄)

結 核 外 專 門 雑 誌

V顯 徽 血 清 ノ 血 清 診 賊 二 實 験 的 結 核 研 究 二

劃 ス ル 意 義 二 就 テ

P.Weiland:DieSerodiagnosederTuberkuloseim

MeerschweinchenserumundihreBedeutungftirdie

tierexperimentelleTuberkuloseforschung.(Zschr.ftir

Immunitatsforschung,Bd.88,S.104,1936.)

著 者 ニ ヨ リ海 瞑 結 核 二際 シ テ ノ血 清 學 的 現 象 ヲ補 捉

ス ル ニ ・・如 何 ナ ル方 法 ガ最 モ 適 嘗 ナ ル モ ノデ アル カ。

而 シ テ、 大 髄 血 清 診 噺 ハ海狸 ニ テ ハ如 何 ナ ル意 味 ヲ

有 ス ル カ が調 ベ ラ レタ。

1.海 狽 血 清 ノ血 清 學 的楡 査 二 ・・今 日ナ ホWitebsky,

Klingenstein及 ピKuhn氏 等 ニ ヨ,レ 補 燈 結 合 法 ノ・

Meinicke反 鷹 二優 ツ テ居)レ。 但 シ此 際 結 合 力 完 全 ナ

標 準 滲 出物 ヲ用 ヒ、且 ツ諸 操 作 二充 分 ナ 注 意 ヲ佛 ノ・ナ

ヶ レバ 有数 成 績 ノ・期 シ難 イ。

2・ 海 猿 結 核血 清 ノ抗 饅 含有 量 ノ・人 髄 結 核 活 性 過 程 二

於 ケ ル際 ヨ リモ少 量 デ アル。

3・ 一 般 二海 狸 血 清 中 ノ抗 髄 ノ生 成 二 ・・数 ケAノ 罹 病

期 間 が本 質 的 二必 要 ナ モ ノデ ア ル。

4.抗 燈 ト免 疫 現 象 トノ間 ニノ・直 接 ノ關 係 ノ・ナ イ。

(長 大 陳 抄)

結 核 二劃 ス ル 活 動 冤 疫 二際 シ テ 網 状 織 内被 細 胞

系 統 ノ有 ス ル 意 義

P.Weiland:WelcheBedeutungistdemreticuloen-

dothelialenSystembeideraktivenImmunisierung

gegenTuberkulosezuzumessen?(Zschr.f廿rImmu・

nit批sforschung,Bd.88,S.460,1936.)

著 者 ・・結 核 免 疫 成 立 ノ 際 二 網 状 織 内 被 細 胞 系 統 ノ コ

レニ關 與 ス ル程 度 ヲ知 ラ ソ ト欲 シテ、海 猿 ヲ用 ヒテ實

験 的 二調 ベ タ。 本 系 統 ノ填 塞 剤 トシ テ ハ 電 解 膠 質 ノ

銅 溶 液 ヲ用 ヒ、 環 塞 ヲ行 ハ ザ ル動 物 ヲ 以 テ封 照 ト シ

タ。 叉 脾 除 去 ニ ヨ ツ テ障 碍 サ レ タ ル 本 系統 ノ結 核 免

疫 ノ獲 生 及 ビ完 成 二 及 ボ ス影 響 ヲ見 タ が、特 記 ス ベ キ

妨 害 ノ・認 メ ラ レナ カ ツ タ ト云 フ。 氏 ノ實 験 ニ ヨ ル ト、

海 猿 ノ結 核 罹 患 ノ 経 過 ノ・網 状 織 内被 系 統 ノ填 塞 二俵

ツ テ ノ・、不 瑛 塞 封 照 動 物 二於 テ見 プ レ・ル ト同檬 二良 好

ニ モ 叉 ノ・不 良 ニ モ影 響 サ レル コ トハ ナ カ ツタ シ、叉 弱

毒 性 ノ結 核 菌 デ 前塵 置 シ テ 得 タ結 核 免 疫 ノ登 生及 ビ

完 成 二就 イ テ モ、填 塞 サ レタ ル動 物 ノ方 ガ微 弱 デ ァ ル

ト云 フ事 ノ・全 然 認 メ ラ レナ カ ツ タ。且 叉 死 滅 粘 草 菌 ヲ

填 塞 齊瞥 シテ、枯 草 菌 又ノ・フ リー ドマ ソ氏 菌 デ ナサ レ

タ試 験 デ モ 結 核 ノ場 合 ト同 檬 二、菌 ノ生 禮 内分 布 ノ・本

系 統 ノ填 塞 二依 ツテ 影 響 サ の レ事 ハ ナ ヵ ツタ。

最 後 二 氏 ノ・結 核 免 疫 ノ本 質 二就 イ テ 氏 ノ實 験 ノ結 果

笥 リ類 推 シ、本 免 疫 ヲ ナス モ ノハ蜀 リ網 状 織 内被 系統

二關 聯 ス ル細 胞 群 ノ ミデ ノ・ア リ得 ズ、 之 ヲ以 テ、結 核

生 菌 ノ作用 二封 シ テ 生 物 ノ細 胞 ヲ非 受感 性 タ ラ シメ

ソ トス ル、 組 織 細 胞 物 理 化 學 的 作 用 ノ攣 調 獣 態 二蹄

セ シメ ルSelter氏!llコ ソ恐 ラ ク 眞實 二近 イ モ ノ トナ

ス ノ妥 當 ナ ル ヲ述 ベ テ ヰ ル。(長 大 陳 抄)

異 種 細 菌 冤 疫 後 ノ 致 死 的 血 行 性 結 核 菌 感 染 二 封

ス ル抵 抗 性 ノ動揺 二 就 イテ

SusmNukadau.ChieRyn:VberSchwankungen

derResistenzgegent6dlichehtimatogeneTuberke1・

bazilleninfektionnachImmunisierungmitHeteroba-

kterien.(Zschr・ftirImmunitatSforschung,Bd.88,S.

496,1936.)

額 田氏 及 ビ其 ノ 共 同 研 究 者 ノ 所 謂蛋 白髄 治 療 二關 ス
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ル實 験 的研 究 ノー 部 ヲ ナス モ ノ デ テ ル。 本 著 二於 テ

ノ・「モ ル モット」及 ビ家 兎 ヲ「チ フ ス」菌 、 淋 菌 、 大 腸 菌

等 デ 前塵 置 シ、共 等 試 獣 ノ血 行 性 結 核 菌感 染 二封 ス ル

抵抗 性 が精 査 セ ラ レテ居 ル。

「チ フス」菌 ト淋 菌
、 或 ・・「チ フス」菌 トBang氏 菌 ヲ

以 テ ス ル混 合 免 疫 、 淋 菌 、 「チ フス」菌 、Bang氏 菌 叉

へ 「ペ ス ト」菌 ノ軍 蜀 免 疫 ヲ行 ・・レタ モ ノ・・
、無虜 置 封

照 動物 二比 ジ 致死 的 血 行 性 結 核 菌 感 染 二 封 ス ル 抵 抗

甚 ダ高 〃、殊 二 「チ フ ス」菌 ト淋 菌 ノ混 合 ヲ以 テ セ ルモ

ノガ最 モ抵 抗 元 進 が著 明 デ ア ツ タ。 反 之、 肺 炎 球 菌、

百 日咳 菌 、 大 腸 菌 叉 ・・「コ レラ」菌 ヲ 以 テ シタ モ ノ・・

封 照 動 物 ヨ リモ抵 抗 ノ減 弱 ガ謹 明 セ ラ レタ。,

志 賀 志 痢 菌 、 「パ ラ チ フス 」A及 ビB菌 、拶 脊 髄 膜 炎球

菌 デ免 疫 シタ モ ノ ・抵 抗 モ幾 分 高 マ ツ テ居 タ ガ、攣 形

菌 、 葡 萄 状 球 菌 、 線 膿 桿 菌 、 連 鎮 状 菌叉 ノ・「イ ソ フル

エ ソ ザ」菌 デ免 疫 サ レタ モ ノ ・・幾 分 封 照 動 物 ヨ リモ 弱

マ ツ テ居 タ。

次 二血 清 或 ハ 「が ゼ イ ソ」デ礎 置 シ タ 動 物 ・・一般 二無

虜 置 ノi封照 動 物 二比 シテ 同 ジ程度 ノ或 ヒノ・「)"v"1ン 」

ニ ヨル方 ガ幾 分 弱 イ抵 抗 力 ヲ示 シテ居 タ。而 シテー 般

的 ニ ノ・抵 抗 ノ攣 動 ・・免 疫 期 間 中 ノ 髄 重 ノ攣 化1・ZFi行

シテ居 ナ カ ソ タ ト云 フ。

家 兎 二於 ケ ル實 験 ノ・以上 ノ 「モ ル モット」二 於 ケ ル 結

果 ト全 グ ー致 シ、 唯 抵 抗 ノ髪 動 ノ程度 ガ 「モ ル モット」

二於 イ テノ・ヨ リ著 明 ナ モ ノデ ァツ タ ニ過 ギ ナ イ。以 上

ニ ヨ リ著 者 等 ノ・、致 死 的血 行 性 結 核 菌 感 染 二i封ス ル抵

抗 モ免疫 二使 用 シタ ル 異種 菌 ノ 種 類 二依 ツ テ異 ル モ

ノデ ア リ、從 ツ テ蛋 白艦 治 療 ナ ル モ ノノ・非 特 異 的 作 用

ヲナス モ ノニ 非 ザ ル ノ結 論 二到 達 シテ居 ル。

(長 大 陳 抄)

肺 結 核 卜婦 人 科 的 手 術

Dr.Med.Mabil.HannsDiete1(AssistentderKlinik)

Lungentuberculoseundgyn註kologischeoperationen

(ZentralblattfUrGynakologie60Jahrg.26.Septem-

ber.1936.Nr.39.)

肺臓 ノ結 核 性病 症 ニ ノ・種 々ア リ、叉 ソ レニ相 當 シテ 身

盟 ニ モ種 々 ノ防 禦 力 ガ ア ル が、雨 者何 レカ ニ ア ル員 据

ガ加 ・・ツ タ場 合 、防 禦 力 二危 瞼 ヲ招 來 シ時 ニ ヨ ツテ ・・

ソノ防 禦 力 モ零 ニ ナ,レ 事 モ ア ル。 ソ ノ事 實 ノ・妊 娠 ト

結 核 ト合 併 セル 時 ニ ヨ ク知 ラ レ シ事 デ ア リ特 ニ フ ラ

ンス學 派 ノ文 獄 中 ニ ノ・妊 娠 中細 菌 集 團 ノ増 加 ヲ見 ル

事 ヲ指 摘 シSatourinノ ・ア ル結 核 患 者 ニ テ ハ妊 娠 中死
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亡 スル者 モアル トイフ。同標 ナ危 瞼 ノ・アル結核性機饅

二外科 的 ノ操 作 ガ加ヘ ラ レタニ モ生 ズル ワケデアル。

コノ場合員据 トナル モ ノノ・ニ ツデ アル。帥 チー ノ・手術

ナル操作 デ ア リ、一 ノ・麻酔 法デ アル。 從 ソテ當事 者タ

ルモ ノノ・結核 患者 二封ス ル場合、雁i急手術 ノミ先 ヅ行

ヒコ レモ出來得 ル限 リ小且 ツ短 ク シ廓 酔法 二於 イテ

ノ・全均麻酔 、局所麻 酔 ヲ問 ・・ズ出來得 ル限 リ危瞼 ヲ小

ナ ラ シメル檬努力 ス ベ キデ アル。然 シ充分注意周到

ノ下 二行 ・・レシニモ'カ・ノ・ラズ、外科 的操 作後潜伏性

結 核 ガ活動性 トナ リ或 ヒノ・既 二 開放 性結 核 トシテ存

在 セルモ ノガ更 二悪化 ヲ來 タ ス 場合 ガアルモ ノデア

)レo

私 力'EpPendorf/UniversitaetFrauenklinikニ テ

観 察 セ ル2例 ノ・非 常 二小 ナ ル 操 作 ヲ加 ヘ シバ カ リナ

ル ニ活 動 性 結 核 ヲ惹 起wレ モ ノデ ア ル。1例 ・・28歳

ノ婦 人 既 磨 症 臨 抹 的診 察 ニ ヨ ル モ 何 ラ結 核性 肺 疾 患

ヲ謹 明 シ得 ナ カツ タ。 赤 血 球 沈 降 速 度 腔 温 モ 通 常 手

術 ト シテMadlenerノ 避 妊 術 ヲ行 ヘ ル ガ 術 後 髄 温 上

昇 シ肺 炎 ノ如 キ肺 症 状 ヲ引 キ起 セ リ。「レ ソ トゲ ソ」爲

眞 ニ ヨ リ左 下 葉 ト中葉 二廣 汎 ナ ル 浸 潤 ヲ見喀 疾 中 ニ

ハ多 鍛 ノ結 核 菌 ヲ詮 明 シ得 タ。 但 シ手 術 前 「レソ トゲ

ソ」鳥 眞 ・・撮 ツ テナ カ ツ タ。 第2例 ノ・32歳 圭 婦 既 磨

症 打 診 聴 診 ニ ヨル モ何 ラ肺 墾 化 ナ ク 髄 温 赤 血 球 沈 降

速度 モ正 常 デ アル。 コ ノ 場 合 妊 娠4ケ 月 ノ 人 工 流 産

ソv二 附 随 ス ル ニMadlenerノ 避 妊 術 ヲ行 へ2レ ガ術

後 髄 温 上 昇 、氣 管枝 肺 炎 滲 出性 肋 膜 炎 ヲ引 キ オ コ シ コ

レ叉 結 核 菌 ヲ謹 明 シ得 タ。 コ ノ2例 ニ ッ キ 考 フ ル時

漕 伏性 結 核 ヲ考 ヘ ザ ル ヲ 得 ナ イ。 何 故 ナ ラバ 手 術 ニ

ヨ リ外 因的 叉 ノ・内 因 的 ノ 傳 染 が 合 併 ジ來 タ レ リ トノ・

考 ヘ ラ レナ イ カラ デ アル。 然 シー 方 結 核 ガ 手 術 ニ ヨ

リ叉 ノ・麻 酔 ニ ヨ リ活 動 的 トナ リ シ ヤ 否 ヤ ニ ツ キ テ ノ、

噺 言 シ得 ナ イ ガ行 ッ タ 手 術 ・・非 常 二小 ナ,レモ ノデ ア

リ結 核 ノ惹 起 セ ラ レ シ原 因 ナ リ ト ハ 從 來 ノ外 科 経 験

ヨ リ シテ考 フ ル ヲ得 ナ イ。

麻 酔 三於 イ テ モ 同様 デ アル。 ア ル人 ノ・肺 二 封 シテ非

常 ナ ル員 澹 ヲ與 ヘ ル(「 エ ー テ ル」〉麻 酔 ノ・結 核 ノ惹 起

二重 大 ナ)レ役 目 ヲ・演 ズ ル ト 圭 張 ス)レ ガ全 クKremer

Blumenbergノ 如 キ專 門 家 デ サ ヘ ソ ノ経 験 ヨ リ全 均 麻

酔 ノ危 瞼 ヲ 指 シチ ヰ7レ。 第 三 患 者M.Hノ ・前 二 者 ト

・・全 ク異 ナ リ、既 二空洞 性 結 核 存 在 シ赤 血 球 沈 降 速度

ノ上 昇 熱 登 ア リシ者 デ而 モ腰 髄 麻 酔 ノ下 二Madlener

ノ避妊 術 ヲ行 ヘ ル が 術 後 一 時 全 勇状 態 ノ 悪 化 ヲ見 シ
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モ 藪 週 後 輕 快 ジ タ。 是 等三 者 二 於 イテ ソ ノ 原 因 結 果

ニ ツキ幾 多 疑 問 ノ存 ス ル 限 リ我 々術 者 ハ如 何 ニ シテ

コ ノ偶 獲 時 ヨ リ豫 防 シ得 ル カニ ツ キ 熟 考 が必 然 鉄 ク

可 カ ラザ ル モ ノ トナ ル。 先 ヅ第 一 一 條 件 的 二必 要 ナ

ル手 術 ハ 中止 シ絶 封 的 二必 要 ナ ラ バ 手 術 前 必 ズ充分

周 到 ナ ル 臨 殊 的診 察 ヲ行 フベ キ デ 現 在 ノ實 情 ニ テ ノ・

如 何 ナ ル 手 術 前 ニ モ 〔「レソ トゲ ン」鳥 眞〕 ヲ撮 ル トイ

フ事 ハ實 行 シ得 ナ イ デ モ 嬬人 二 於 イ テ 打 診 賠 診 二燈

温 赤 血 球 沈 降 速 度 二於 イテ ホ ソ ノ少 ナ ル 攣 化 ア ルモ

必 ズ手 術 前 二肺 ノ透 覗 ダ ケ ノ・行 フ檬 ニ ス ベ キデ ア リ

ソ レ が偶 然 事 ヲ豫 防 シ得 ル ニ 最 重 要 事 ナ ラ ソ ト信 ズ

ル。(名 大 産 婦 人 科 町 野 良 彦 抄)

新 シ キ 立 場 カ ラ観 察 シ タ ル生 殖 器 結 核

P.Caffier:NeueBeobacntungenundGesichtspunkte

zumThemaGenitaltuberculose(Cb1.f.Gyn.30.No・

vember1935/Nr.48.)

著 者 ノ・冒 頭 生 殖 器 結 核 ノ研 媛 ニ ノ・綿 密 ナ ル注 意 ガ必

要 デ アル ト幕 シ、 解 剖 的統 計 ガ肉 眼 的 二 結 核 嬬人 ノ

4-6%ガ 生 殖 器結 核 ヲ有 ス ル が、 コvヲ 顯 微 鏡 的 二

楡 査 ス,レ時 ・・25-30%二 達 ス ル。

生 殖 器結 核 が 嘗 ヲ 想 像 サ レタ ル ヨ リ多 数存 在 ス ル コ

トが判 明 ス ル ニ至 ツタ ノ・・、近 來 法 律 的 二避 妊 術 ガ施

行 セ ラ レル爲 メb、 子 宮 登 育 不 全 ノ 「ホ ル モ ソ」療 法

ガ行 ・・t・Pr.R.Meyerノ 報 告 例 ノ、「ホ ル モ ソ」療 法

後 二現 レタ ル 出血 ヲ月経 血 ナ ル カ 否 力確 メ ソ トシテ

掻 爬 シタ,レ際 子 宮結 核 ヲ 登 見 シ タ ル 如 キ場 合 二遭 遇

ス ル爲 メ デ ア ル。

子 宮 腰 育 不 全b生 殖 器結 核 ノ 關係 ニ ツ キ テ ノ・Collor

idi・ ・否 定 ス レ ドモ、Heynemannノ ・獲 育不 全 が ア,レ

タ メ結 核 二罹71/ト 言 ヒ、Sellheimノ ・小 見 期 ノ結 核 性

腹 膜 炎 力'蟹育 不 全 ノ原 因 デ ア ル ト構 シ、Schr6derノ ・

獲 育不 全 ノ・肺 結 核 が ア ル タ メ ニ 來 ル ニ 次 的 ノ萎 縮 デ

ァ ル ト稽 シ テ居 ル。

i欠二診 噺 二關 シテ ノ・、生 殖 器 結 核 ・・其 ノ病 徴 ヲ有 スJV

コ トが少 ナ1コ トノ・Kr6nigノ 統 計 ニ ヨ リ テ 明 カデ

ア ル。Heynemann・ ・結 核 研 究 ノ・進 歩 シタ カ'生殖 器 結

核 二就 テ ハ大 ナ ル 進 歩 が 見 ラ ヌ ト 唱 ヘ テ 居 ル、 郎

Hohn・Petragnani等 ノ最 新 ノ培 養 基 モHasse,Israe1,

Bozzolo等 力'試ミ タ が敷 果 ガ ナ イ。 叉Wieloch,Wet・

terda1ノ ・尿 路 系統 二於 テ ・・排 泄 物 、 穿 刺 液 ノ動 物 槍

査 ノ結 果 ・・認 メ ラ レル モ 、生 殖 器結 核 二就 イ テ ハ用 フ

ル ニ足 リナ イ トイ フ。 シ カ シ コ レ ハ 唯 一種 ノ動 物 實
～

録 【第15巻

験 デ 事 足 レ リ トジ数 多 ノ方 法 ヲ講 ジ ナ イ 爲 メ デ ア ラ

ウ ト稽 シテ居,レ。 事 實Murtaghノ ・此 ノ事 實 ヲ指 摘 シ

Couvelairガ7種 ノ方 法 ヲ用 ヒ ソノ 中 ノ1個 が陽 性 ノ

結 果 ヲ得 タ ル事 ヲ引詮 セ リ。Granowノ ・結 核 が胎 見 二

移 行 サ レル コ トニ就 テ濾 過 性 ノ形 デ 胎 盤 ヲ通 ジテ行

ノ・v)tzb4ヒ 、Tropea-Mandalari,Costa,Talsiaノ ・動

物 實験 デ羊 水 中 羊結 核 菌 ヲ登 見 シテ居 ル ガ 、コ ノ際 子

宮 ト胎 見 ニ ノ・結 核 感 染 が見 出 サ レナ カ ツ タ 事 ノ・注 意

ス ベ キ事 實 デ ァ ♪レ。R.Meyerノ ・結 核 患 者 ノ多 数 デ共

ノ早 期 妊 娠 ノ胎 盤 ヲ調査 シタ ル ニ 胎 盤 ニ モ脱 落 膜 ニ

モ攣 化 ヲ見 出 シ得 ナ カ ソタ 。

生殖 器 結 核 ノ診 断 バ カ ・ル場 合 ヲ除 外 シテ ノ・、組 織 學

的 二特 有 ノ墾 化 アル 場 合 ニ ノ ミ付 ケ 得 ベ キ モ ノデ ア

リ、 結 核 菌 ソ ノモ ノ ヲ 見 出 ス コ トノ・多 ク ハ 困難 ナ ル

故、 妊 娠 ノ場 合 ニ ノ・除 外 例1・ 云 ヒ得 ♪レ。Norak,Ran.

zelノ ・7例 ニノ・菌 ヲ3例 ニ ノ・解 剖 的 攣 化 ヲ詮 明 セ リ。

斯 ノ如 ク生 殖 器結 核 ノ診 断 二 ・・菌 ヲ見 出 ス カ、組 織 的

攣 化 ヲ見 出 ス カ以 外 二用 フベ キ 方 法 が ナ イ。

Daniel1・Soimaruノ ・色 素 ヲ ドウ グ ラス 氏 腔 二 入v

結 核 性 子 宮 附厨 器 炎 デ ノ・、其 ノ尿 二 出 ル量 が最 小 デ ア

ルMヒ 、Wilsonノ ・「Z-A-R」 デ妊 娠 ガ 否定 セラv)レ

時 ノ・結 核 ノ診 断 二用 ヒ ラ レ ル トイ ヒ、「レ」線 ノ・氣 胸 或

ノ・卵 管造 影 術 ノ何vニ モ使 用 サ レル。Steinノ ・氣 腹 二

酸 素 ヲ使 用 ス ソバ治 療 時 二敷 果 ア リ トナ ス。子 宮膣 部

結 核 ナ ラ バ 膣 鏡 ヲ使 用 シ得 ル が コ レ トテ モ 試験 的 切

除程 確 カ ナ ラ ズ。

次 二著 者 ノ・巨 大 細 胞 ノ壁 生 二就 キ テー 言 セ リ。

著 者 ・・細 胞 培 養 シ テ コ レ が 無 緯 核 分 裂 ニ ヨ リテ 叉

Timofejewskiハ 核 融 合 ニ ヨ リテ 生 ズ ル ヲ見 タ リ、 即

巨大 細 胞 ハ 其 ノ成 立 後 カ ラノ・何 カ ラ 生 ジタ ル モ ノカ

不 明 ノ モ ノデ アル。 「inVitro」 デ ノ・酸 素 鉄 乏 ト「メ ヂ

ウ ム」ヲ代 ヘ ナ イ場 合 二蛋 生 ス ル ヲ見 タ リ。 巨大 細 胞

ガ淋 巴球 叉 ノ・軍 核 細 胞 カ ラ融 合 ニ ヨ リテ 生 ジ、血 液 中

ノ浮 游 細 胞 カラ モ組 織 カ ラ モ生 ズ ル ト考 ヘ ラ レル。

然 テ結 節 ニノ・血 管 ノ少 ナ キ ヲ 特 徴 ト シコ レカ ラ其 榮

養 悪 キ コ トノ・直 二 了解 出 來 ル、 コ レ ガ原 因 トナ リテ巨

大 細 胞 が屡 く蛋 現 ス ル ノ デ ア ル。 著 者 ノ・更 二異 物 性

巨大 細 胞 トノ混 同 ヲ避 ク ベ キ デ ア;レ ト構 シ、殊 二 腫 瘍

一 テ ノ・榮 養 悪 キ タ メ 巨大 細 胞 が 成 生 シ易 ク結 核 ト腫

瘍 トノ混 合 が誤 リ報 告 サ レテ居 ル 事 實 ヲ説述 シタ リ。

次 二生 殖 器 結 核 ノ各 論 ヲ述 ベ タ リ。

卵 管 結 核



第1號 】 抄

第1例 。 右 側 卵 管 雛 嚢 ノー 部 が棍 棒歌 二膨 レ即 「End・

gsalpingitistuberculosa」 ノ形 ヲ呈 シ 墳 殖 セ ル 肉芽 ・・

上 皮 ヲ破 リテ輸 卵 管 内 二進 入 セ リ。之 ノ・血 流 傳 染 二依

ル モ ノデ ア ル。狭 部 及 子 宮部 デノ・鹸 程 進 行 セ ル部 分 デ

モ粘 膜 が侵 カ サ レ ズニ居 ル。コ レハ漿 膜 が早 期 二侵 カ

サ レル ガ爲 メ デ ア ル。

此 ノ例 ノ・初 期 デ更 二病 憂 が進 行 ス レ バ 雛 髪 ・・肥 厚 シ

癒 著 シ共 ノ内 部 二細 胞 乃 至 ノ・渡 出液 ヲ 存 ス ル ニ至 ル。

カ〃 シ テ粘 膜 ノ・原 形 ヲ止 メ ヌ迄 二攣 形 シ、(左 側 ノ卵

管 ・・斯 如 キ程度 デ ア ル。)嚢 胞 状 空 洞 ガ生 ズ ル、 若 シ

コ ノ嚢 胞 が振 大 サ レ他 方結核 特 有 ノ 肉 芽 が清 失 ス レ

バ女 獄 ニ ィ フ 「Endosalpingitiscystica」 ノ形1・ ナ ル。

第2例 。 太 ク或 ノ、細 ク結 締 織 ガ 卵 管 内腔 ヲ 橋 渡 シテ

内 膜 二者 シ イ腺様 構 造 ヲ示 ス。丁度 子 宮 内 膜 ヲ見 ル ゴ

トク ニ ナ ル。 帥A.Martinノ 「Endosalpingitisfollic・

ularis」デ ア'レ。R.Schr6der・ ・之 ・・淋 病=ヨ リテ 「Ps・

eudoffolikel」 様 攣i化 ヲ生 ジ コ ・ガ「Locusminoris」 トナ

リテ結 核 ガ獲 生 ス ル トイ ヘ ドモ、小 兇 或 ノ、塵 女 二卵 管

結 核 が多 イ トイ フ事 實 或 ・・田舎 デ モ 卵 管結 核 ヲ見 ル

コ トカ ラ矛 盾 が ア ル。

第3例 。 壇殖 性 攣 化 ア リ著 者 ノ・堆殖 性 髪 化 ト浸 出性

攣i化 ト ノ内 二明 カ ナ匠 別 無 シ トイ フ。

第4例 、 腺 様 筋 腫 ト混 合 セ リ。コ レ ト結 核1・ ノ關 係 ・・

明 カ デ ナ イ 。

第5例 、 急 性 ノ腹腔 内 出血 ア リ 開腹 術 ノ際 ニ モ子 宮

外妊 娠 ト考 ヘ タ レ ド モ 組 織 的 ニ ハ明 カ ニ結 核 デ ア リ

シ例。

卵 菓結 核

卵 管結 核 ヨ リ・・少 イ モ ノ トサ レ テ 居lv""、Schr6der

ノ・生殖 器結 核 ノ3分 ノ1二Kurashimaノ ・77.8%二

依 レバ ア リ トイ フ。D6derlein・ ・卵 管溜 膿 腫 中 二在 リ

テ卵 菓 ガ少 シモ 侵 レザ ル コ ト カ ラ 抵 抗 ノ強 キ モ ノ ト

考 ヘ テ居7v。Wittgenstein・ ・卵 巣 ノ 結 核 菌 ネ 感 受 性

二就 キ テ述 ブ。D6rrモ 同様 結 核 菌 ニ ハ該 臓 器 嗜 好 性

無 キ コ トヲ唱 ヘ タ リ。

Kurmanerノ ・結 核 性 卵 巣 炎 ノ・血 流 感 染 二 依 ♪レモ ノ ト

考 ヘ テ居 ル ガ著 者 ハ濾 胞 ノ 裂 ロ カ ラ 結 核 が感 染 シ易

ク黄 髄 叉 ・・白艦 ガ感 染 シ易 キ コ トヲ訊 ク。

子 宮 結核

く1)子 宮 掻 破 二際 シテ 見 ラ レル。結 核 性 内膜 炎 ノ形

(2)子 宮 二播 種 状 二小 結 節 ヲ生 フごル場合 、稀 ナ レ ド,モ

疵 状 叉 ハ 「ポ リー プ」状 ノ突 起 サ へ生 ズ ♪レ。 即 「Pseud・
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oneoplastischeFo㎜ 」デ ァ ル。

(3)子 宮筋 暦 ノ孤 立 性 結 節

此 ハ果 シテ 軍 蜀 ノモ ノ ナ リヤ 否 ヤノ・疑 問 ノ鯨 地 ア リ。

子 宮結 核 ノ成 因 二就 テ ・・依 然 ト シ テ 下 向性 傳 染 が廣

ク 唱 ヘ ラ レテ居'レ。Schl6der・ ・結 節 ガ最 初 淋 巴腺 、

血 管 ノ多 イ部 分 二 見 ラ レル 故 二 高位 器 官 カ ラ ノ淋 巴

腺 ヲ通 ジテ 傳染 ス ル ト考 ヘ ラ レル。

結 核 ノ根 本 的 獲 生 原 因 ノ・明 カ デ ア ル ガ ソ ノ形 式 的成

因 ニ ツイ テ ハ意 見 ガ匠 々 デ ア ル。

原 獲 性 生 殖 器結 核 ・・Gohnが 唱導 シ テ 居,レ カ'コレノ・

稀 ナ モ ノデ其 ノ局 所 二相 當 ス ル 淋 巴腺 ノ腫 脹 ヲ件 ハ

ナ ケ レバ ナ ラナ イ。

外 部 的 再 感 染 ・・(1)自 己 感 染 ニ ヨ)レ カ(Pozz・seco-

ndairemetastatique)(2)重 感 染 即 感 染 が 同一 菌 株 デ

ナ ク他 ノ種 類 二依 リテ起 サ レ ル カ デ ア ル。

著 者 ・・原 登 性 結 核 二就 イ テ ハ 正 當 ナ ラ フごトシ次 ノ如

ク云 フ。 即 所 謂 原 獲 性 ト ハ 小 見 期 二 於 ケ ル結 核 ノ初

期 感 染 ヲ考 慮 二入 レ レバ、此 ・・性 器 二於 ケ ル外 部 的再

感 染 ト稻 ス ベ キ デ アル トイ フ。

Rankeノ 分 類 二依 ル第 三 期 結 核 力'内部 的再 感 染 二依

)レモ ノ カ外 部 的 再 感 染 二依 ル モ ノカ ニ就 イ テ ・・Asch・

off・Beitzke,Orkth・ ・後 二來 ル 外 部 性 再 感 染 二依 リテ

起2レ モ ノ多 シ トナ ス。Eden二 依 レバ小 見 結 核 ノ・8-20

%牛 型 デ ア ル故 若 シ第 三 期 結 核 ガ 初 感 染 ノ績 キ ナ ラ

バ此 ノ時 期 二就 テ モ 同程 度 ノ 頻 度 デ現 ル ベ キ デ アル

ガ事 實 ・・甚 ダ少 ナ イ。 唯 重 感 染 ・・初感 染 ノ如 キ特 有

ノ型 ヲ有 シナ イタ メ 確 實 二謹 明 ス ル コ ト が 出來 ズ想

像 セ ラ レル ノ ミデ ア ル。

次 デ 著 者 ・・結 核 感 染 ノー 般 的 事 實 ヲ 述 ベ タ リ。 自ロ結

核 感染 デ ・・絶 封 的免 疫 ガ 登 生 シナ イ ノ デ外 部 的 再 感

染 二當 リテ ・・

(1)出 來 上 ツタ免 疫 ノ強 サ ト

(2)入 ツ テ來 タ菌 数 ト

(3)當 該部 ノ組 織 ノ結 核 結 合 性 ノ 如 何 二關 係 ガ有

,レトイ フ。 カ ・ル立 場 カ ラ 生 殖 器結 核 ノ外 部 的再 感

染 ノ可能 性 ヲ考 ヘ テ見 ル トキ へ 第 一 ノ因 子 ニ ノ・明 カ

ナ規 準 ガ無 シ、第2ノ 因子 ・・該 婦 人 が男 子 ト交 渉 ヲ有

シ、 第 三 因 子 二就 テ ・・、外 陰 部 デ ・・扁 干 上皮 及 腔 内 容

物 ガ結 核 菌 ノ 侵 入 二封 シ抵 抗 、ヲ 有 ス ル事 ガ考 ヘ ラ レ

ル。タ 、・子 宮 膣 部 二 ・・〔工 ロ ジオ ン」ガア)レ ノデ 「Locus

minoris」 トナ リ得7レMフ(Voge1,Neuwirth)然 シナ

ガ ラ如 何 二交 接 二依 ル 傳 染 が 考 ヘ ラ レテモ コ レニ依

6
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ル生殖 器 ノ再 感 染 ・・其 レ 程 屡 く來 ル モ ノデ ナ イ。 シ

カ シ指 或 ノ・器 物 二 依 ル 傳 染 ヨ リノ・多 イ。 著 者 ノ・子 宮

腔 部 結 核 ト、 孤 立 シテ ア ラ バ レ ル 生 殖 道 下部 ノ結 核

ノ・、外 生 殖 器 ヲ通 ジ テ菌 ガ侵 入 サ レタ モ ノ ト考 へ度 シ

h述 べ.カ ・ル例 籔 例 ヲ・堅 ゲ タ リ。

高 位 ノ生殖 器 ノ外 部 性 再 感 染 ・・不 可 能 デ ア,レ ト考 ヘ

ラ レ・テ居 ル が 内部 的再 感 染 ガ考 ヘ ラ レ ル 以 上 外 的 性

再 感 染 ヲ否 定 シ得 ナ イ。 殊 二子 宮 デ ハ 月経 時 二創 面

ガ出 來傳 染 ス ル 危 瞼 ガ ア ル。 コ レ・・動 物 實験 デ モ謹

明 セ ラvテ 居 ル(Granzowノ ・重 感 染50%初 感 染6%

ノ成 績 ヲ得 タ)、Heynemann・ ・之 ・・動 物 ガ爾 免 疫 的

二 反庶 が陰性 ノ時 期 ニ ア ル カ ラデ ア,レ ト説 明 セ リ。

此 ノ鮎 カラ考 ヘ ル ト原 登 性 或 ・・潜 伏性 生 殖 器 結 核 ハ

肺 叉 ノ・腸 二 於 ケ ル 初 感 染 ガ 消 失 ン謹 明 セ ラ レナ クナ

ッ タ場 合 ト考 ヘ テ 宜 シイ。

而 ラバ何 故 嬬 人性 器 ノ・肺 叉 ノ・腸 ノ 如 ク 外 界 ト交 通 ヲ

有 ス ルニ拘 ラ ズ生殖 器結 核 が少 ナ イ カ、コ ノ原 因 ト シ

テ ノ・均髄 ガ結 核 ト接燭 ス ル 迄 生 殖 器 ・・比 較 的 外 界 カ

ラ遮 噺 サ レ完全 二機 能 ヲ休 止 シテ居 リ、機 能 が壁 揮 セ

ラ レル頃 二・・既 二他 ノ部 分 ガ結 核 二感 染 シ、唯 外 部 的

再 感 染 シ カ問 題 ニナ ラナ イ ノ デ ア ル。

内 部 的 再 感 染 、'理論 的 二・・外 部 的 二 ・・、鍔 等 デ實 際 ニ

ノ・勢 力 ヲ有 ス ル、古 キ病 竈 カラ ノ再 感 染 二 ・・三途 ガ考

ヘ ラv)v 。(1)血 流 、(2)淋 巴、(3)傳 播 性

(1)呼 吸 器 二初 感 染 ヲ有 ヅ80%ト イ フ。Kaffka・ ・血

流 性 感 染 ハ腹 膜 カ ラ骨 盤 二 向 ソ テ 減 少 ス ル。即卵 稟 卵

管 子 宮 ノ順 二減 少 ス ル トイ フ。(2)ノ ・タ"腸 結 核 ア

ル トキ問題 トナ ル。(3)腹 膜 炎 ア ル トキ。帥腹 腔2・ 結

核 性 物 質 ノ・腸 ノ蠕 動 デ ドウ グ ラ ス氏 腔 二落 サ レ、コ レ

ハ 結 核 二罹 リ易 ク叉 此 虎 一 開 ロス ル 卵 管 モ結 核 二罹

リ易 イ ト イ フ が卵 ヲ吸 引 ス ル作 用 が ア ル 故 トテ 直 チ

ニ結 核 菌 ヲ吸 引 シ易 イ ト・・考 ヘ ラ レナ イ。

豫 後 ●

生 殖 器 結 核 が未 ダ明 カデ ナ イ 爲 此 ノ貼 二 付 イ テ モ 明

カデナ イ。 若 シモAlbrechtヤSimmondsガ 考ヘ タ

如 ク性 器結核 カラ腹膜炎 ガ 起 ル ト考ヘ ル トス レバ豫

後 ハ好 クナ イ。

次 二著者 ハ生殖 器各部分 内二於 テ モ 同標 ノ傳染路 ガ

考 ヘ ラレル ト述 ベタ リ。

治 療

以前 ノ・手術、 …欠デ 「v」線5-10-15%HEDガ 用 ヒ

ラレタ。 コ ノ量 ノ・卵菓量 ヨ リノ・遙 二少量 デ アル。然 シ

著者 バー般療 法 ノー ツ トシテ ノ 日光療法 ヲ推奨 セ リ。

コノ理由 トシテ・・Rolliersノ 考 ヘニ依 レバ皮膚 ノ充

血 二俵 リテ内部臓 器 ノ笹血 ガ減少 シ、苦痛 が減少 ス ル

トイ フ。叉 コ レニ ヨリテ浸 出液 及搬 痕 ノ吸牧 ヲ促 ス。

Jesionek二 依 レ・・t日光空氣浴 が刺 戟的 二作用 シ皮 膚

ノ實 質細胞 二充血 ヲ惹起 シ衣服 ヲ著用 ス レバ再 ビ消

失 スル。 而 テ實質細 胞 ガ抗結核菌性、溶 結核菌 性 ノ代

謝産物 ヲ内部 臓器 二逡 ル トイフ。

此塵 デ著 者・・日光浴、手術、及 日光浴 ト手術 トヲ結合

シテ行 ヒタ ル例 ヲ籔例墾 ゲ結論 ト ジ テ 手術 日光浴 ト

モ殆 ド同奉 ノ治癒牽 ヲアグ殊 二 日光浴 二於 テ ・・妊 娠

ヲ起 ス可能性 ア リト唱 キ、 更 二危瞼最 モ少 ク、最 モ簡

軍ナ ル方法 トシテ推 奨 セ リ。(名大 婦人科 西尾研抄)

子宮膣部結核症 例

松尾伍 郎(大 阪女醤專産婦人科):(産 科婦 人科紀要第

十 九巻 第七 號1479頁)

著 者ノ・21歳 ノ家族歴 二結 核 ヲ詮 明 シ、白帯下 ノ増加、

不正 出血 ヲ圭訴 トシ、内診的 二・・子宮膣部 二醗 花状 ノ

腫瘍 ヲ登 見 シタル未産嬬 ニ テ 診噺 的切 除片 ニテ結核

ノ診 噺 ヲ付ケ得 タル1例 二就 テ報告 セ リ。

治療 法 トシテ・・子宮別 出術 ヲ行 ヒ各部 ノ組織 標本 ノ

槍鏡 ニ ヨ リテi)右 側結核 性卵管炎ii)結 核性 子宮

内膜炎iii)乳 噛状 ヲナセ ル子宮膣部結核iv)子 宮

獲育不全症 ノ診 漸 ヲ下 シ得 タ リ。

(名大 産婦人科 西尾研抄)

一 般 學 術 雑 誌

Auro・DetoXinニ ヨ ル 紅 斑 性 狼 瘡 治 験

IreneEngel:(Med.Klin.Nr.25,809,1936)

Auro・Detoxin(金 含 有 量12.5%)ノ 筋 内注 射 ニ ヨ リ2

例 ノ紅斑 性 狼 瘡 ヲ治 癒 セ シメ タ。 帥 チ初 同 量 ヲ0.19

・ト シ、 毎3日 二 〇.19宛 壇 量 シ1.09二 至 リ テ再 ・ビ漸

減 ス ル。 但 シAuro-Detoxin・ ・10%水 溶 液 ヲ用 ヒテ

ヰ ル。 著 者 ノ2例 ハ治 癒 後8ケ 月 ニ シ テ 未 ダ再 登 ノ

兆候 ナ ク、・殊 二共 ノ1例 ノ、7年 來 ノ頑 症 デ ア リ、從 來

ノ他 ノ全 テ ノ療 法 ガ無数 ナ リ シモ ノデ ア ル。
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(大 里 内 科、 倉 重 抄)

眼 科 領 域 結 核 症 二 封 ス ル特 異 性 蛇 ビニ 非 特 異 性

療 法

E.Klauber:(Med.Klin.Nr.41,i398,1936)

著 者 ハ眼科 領 域 二於 ケ ル各 種 眼疾 患 ニ シ テ 其 ノ本 態

ノ結 核 性 ナ ル モ ノ極 メ テ 多 キ コ トヲ縷 述 シ、現 今 二於

ケ ル重 要 ナ ル特 異性 療 法 トシ テ ノ・依 然 トシ テTuber・

culin療 法 ナ リ ト述 べ、Tuberculin量 ノ・量 的 二愼 重 ヲ

期 セ ム爲 、 皮 下 叉 ノ・皮 内 ヲ選 ブ ベ シ トナ シ、初 期 ノ・1

週1乃 至2同 トシ漸 次 間隔 ヲ廣 メ 、結 局1月1回 位 ト

ノ ル。 併 シテ 可及 的年 鹸 二 亙 リ持 績 ヌ,レ ヲ可 トス ル。

治 療 数 果 ・・重 症 ナ ラバ1週 日後 二認 メ ラ レ、從 ヒテ幾

分 ノ時 間 的 経 過 ヲ必 要 トサ レル。然)レ ニ眼症 状 ニ シテ

急 激 二悪 化 ス ル モ ノ勘 カラ ズ(浸 潤 鉄 壌 、 瞳 孔 閉 鎖、

綱 膜 損 傷 其他)、 必 然 非 特 異 性 療 法 モ考 慮 セ ネバ ナ ラ

ナ イ。 之 二樹 シ テ 著 者 ・・、Methallotherapieヲ 推 奨

シ、 水 銀 、 蒼 鉛 、「カ ル シ ユ ー ム」等 ノ・金 盤 製 刺 二匹 敵

ス ル ト述 べ、 例 ヘ バHgCl2ノ 垂cgヲ 葡萄 糖 液 トシ

テ、 叉 ・・Calciumgluconatヲ 用 フル。 帥 チ非 特 異 性

療 法 ニ ヨ リテ急 性 症 状 ヲ阻 止 シ、同 時 二施 行 セル 特 異

性 療 法 ニ ヨ リ充 分 ノ数 果 ヲ 期 待 シ 得 ル トイ フ。 併 シ

テR6ntgen療 法 始 メ局 所 外 用 藥 物 或 ノ・光 線 療 法等

・・著 者 ノ併 合 療 法 ノ拒 否 サ レ シ 場 合 ニ ノ ミ始 メ テ考

慮 セ ラ ル ベ ク、 本 療 法 ヲ 以 テ ス レバ、 大 多 薮 殊 二重

症 ナ ル場 合 二於 テモ 数 果 ヲ認 メ 得,レ。

(大 里 内科 倉 重 抄)

所 謂Tuberkulose・Lympheニ ヨル 治 験

H.v.Hayek:(Med.Klin.Nr.40,1363 ,1936、

著 者 ・・B6hme敏 授 ノ 所 謂 結 核 淋 巴 液Tuberkulose-

Lymphe;ヨ ル肺 結 核 症 ノ治 療 的敷 果 二 就 イ テ述 ベ

テヰ,レ。Tuberkulose-Lympheト ノ・嘱 瑠 乳 鉢 ヲ以 テ人

型 菌培 養 ヲ磨 埣 シ、此 ノモ ノ ヲ食 盤 水 二浮 游 セ シメ タ

ルモ ノデ ァ リ、 作 製 後25日 以 上 ヲ 経 過 セ ザ ル モ ノデ

アル。 本 療 法 ・・該 液0・1cα 乃 至0.2α αヲ上 搏 又 ・・大 腿

部 ノ皮 内(嚴 密 二)注 射 シ、6--14日 間 ノ間隔 ヲ置 キ、

毎 同 注 射 部 ノ髄 側 ヲ攣 更 ス ル。

著 者 ・・臨豚 例122例 二就 イ テ、 肺 病 竈 ノ性 状 二從 ヒ

之 ヲ4群 二分 チ、各 群 二就 イ テ治 数 成 績 ヲ詳 細 二観 察

シ・ 其 ノ結 果 ヲ1→IV度 二分 類 シ、 次 ノ如 キ 成 績 ヲ

得 テ ヰ ル。 即 チ進 行 性 ノ悪 性 肺 結 核 症 ニ ハ 敷 果 ヲ期

待 シ得 ナ ィ ガ、 重 症 二囑 ス ル 慢 性結 核 症(人 工 氣 胸 等

ノ施 術 ニ テ良 果 ヲ得 ザ リ シモ ノ ヲ含 ム)二 封 シテ ハ最
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モ有敷 二作用 スル。本療 法 ニ ヨル副作用 ノ・極 メテ僅微

ニ シテ熱登 ヲ見タル モ ノ1、2二 過 ギズ。局所反磨 ノ、

少 薮 ニテ ノミ輕度 ノー過性浸潤 ヲ認 メ シメ ルガ、概 シ

テ局所 反鷹 ノ強烈 ナ ル程治療 的数 果 ノ優秀 ナル コ ト

ヲ謹 明 シテヰ ル。結核 生菌 ノ療法 ハー方 二於 テ、猫 防

禦 力 ヲ有 スル結核 個髄 ノ特殊 ノ抵抗 ヲ充進 セシム♪ヒ

ヲ目的 トシ、他 方 二於 テノ・肺 臓外結 核病竈 ノ存在 ノ・肺

結 核 ノ経過 二封 シテ・・概 シ テ 好響 ヲ與 ヘッ ・ア,レ経

験 的事實二立脚 シテ企圖 サ レツ ・ア リ、本療 法ニ ヨ リ

テ モ亦該個髄 二封 シ更 二有力 ナ ル 抵抗力 ヲ賦與 セ シ

メ得 タルモ ノ ト説 明 シテヰ ル、(大 里 内科、 倉重抄)

結核菌 ノ培養的讃 明二就 テ(第 三報)

滲出性肋膜炎二於 ケル結核 菌槍索成績追加

内藤誠一(窒 北帝 國大學謄學專 門部細菌學敏室):(垂

潔 署學 會雑誌、第35巻 、第9號 、 昭和11年9月)

著者 ノ・サキ=Besredka氏 法 ニ ヨ リ培養 ヲ行 ヒタ♪レ

46例 ノ成績 ヲ昭和9年7 .月ノ本誌 二 報告 シタルガ、

・今次、Kirchner氏 ノ第一法 中 ノ「アスパ ラギ ソ」ノ代

リニ味 ノ素 ヲ使用 セ ル廣木 占部雨氏 ノ攣法 ヲ更 二血

清 ノ混加 ヲ省 略 シテ培養 セル急 性肋膜炎50例 ノ穿刺

液 内結核菌詮 明成績 ヲ報 告 セ リ。

使用 セル培養基 ノ組成 ハ次 ノ如 シ。

第1燐 酸 加 里49

硫 酸 「マ グ ネ シ ウ ム」0.69

味 ノ素59

蒸 餌{水1000cα

第2燐 酸曹達

絢 機酸曹達

「ク,リセ リソ」

39

2,59

20aα

之 ヲ振盈混和完全 一 溶解 セシ後三ヱヒセソマ イヤー氏

「コルベ ン」二50αq宛 分注 シ テ100。C30分 間宛3日

間間漱滅菌法 ヲ行 フ。

之 ニ ヨ リ50例 ノ滲 出液 中 ヨ リ41例(82%)二 結 核菌

ヲ詮 明セ リ。 而 シテ輩純漿 液性比重1010内 外 ノモ ノ

ニ ハ結核菌 ヲ検 出スル事少 ク
、漿 液繊維素性叉 ・・血性

ヲ帯 ビ潤濁 シテ比重重 キモ ノ ニ ノ・殆 ソ ド凡 テ槍 出 シ

タ リ ト云 フ。

本培養 基 二就 イテBesredka氏 培養液 二 比較 シテ雑

菌 ノ壁育少 ク且 ツ登 育菌塊 ヲ登 見 シ易 キ鮎 ガ優 リ、叉

脊髄液、腹膜 滲出液 等 ヨ リ結 核菌 ヲ培養 的二謹 明ス ル

ニ用 ヒテ優秀 ナ リト云 ヘ リ。(垂 北大 伊藤抄)

結核 ノ膿器分布二關スル病理解剖學的観察

内田長亭(垂 北帝國大學醤學部專 門部病理學敏 室):

(奎溝拳署顯 雑誌、第35巻 、 第9號)

過 去11年 間垂 北署學專 門學校病理學敏 室 ニテ解 剖 セ
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シ死饅 中結 核 ヲ 有 セルモ ノ220例 二線 テ ノ調査 ニ シ

テ、是等 ・・肺臓 二現時或 ・・過 去 二病 攣 ヲ有 セ シモ ノデ

肺 臓 二病髪 ナクジテ他 ノ臓 器 ニ ノ ミ結 核 ヲ有 スルモ

ノノ、1例 モナシ。

垂 轡人 ノ例鍛 ・・少数 ニ テ 統 計的考察 ヲ下 シ難 キモ大

髄 二分 布 ノ頻 度 ハ内地人 ト大差 ナ シ。

年 齢別 ニテ年少 者二初感染 者多 ク叉縛 移籔多 ジ、年長

者ハ縛移倣少 ケ レ共、年長 者 ニテ初感染 ノ場合 ノ・著 明

ナ リ。

性 別 ノ差 ヲ認 メザ リシモ生殖 器結 核 ・・女子 二多 ク、男

子7.8%二i封 シ女子31.4%ナ リ。

肺結 核分布 ・・殆 ソ ド凡 テ ノ臓 器 二亙 リ、共頻度 ・・肺 門

腺、 腸、腸 間膜淋 巴腺 二多 ク胃粘膜、 膵臓及 ビ心臓 ニ

ハ少 シ。

肺 臓 二結核 ア リテ他 ノ臓器 二分布 セルモ ノ186例(86.0

%♪、此 ノ内、活動性病攣183例(96%)、 非活 動性 病

攣6例(3.6%)、 初感染 ト思 ・・ル ・モ ノ10例 、此 ノ中

2例 ハ肺門腺 ニ ノミ轄移 シ、8例 ・・何vモ 多数 ノ轄 移

ヲ認 メ,レ。

肺 臓 二病攣 ア リテ他 ノ臓 器二分 布 ナキモ ノ31例(14.0

%)此 ノ内、活動性病墾21例(11.0%)、 非活動 性10

例(6.3%)。(垂 北大 伊藤抄)

資駿的結核二於ケ ル 「オ キシダーゼ 」量 ノ治長 二

就テ

保 野正之(長 崎騰學會 雑誌、第十四巻、第 七號、 昭和

11年7月)

結核病墜 二於 ケル白血球 ノ意義 ・・特 二竹 内教授 ノ結

核組織學 的號生機 序 二於 テ 重大覗 サ レテヰル事 デ ア

ル。 即チ結核菌侵 入 二際 ジ 白血球性反磨所謂 白血球

性 病竈 ヲ生 ジ之 ヨ リ種 々 ノ 要約 二依 リ上皮標細胞 結

節或 ・・乾酪比、空洞形 成等 ヲ來 ス ト云 フノデアル。 ヨ

ツテ著者 ・・白血球 出現 ノ時期蛇 ピニ量 ノ消長如何 ヲ

窺 知 スベク實験 的筋結核病 竈 二 就 テ筋組織 蛇 ビニ白

血球性 「才キ シダーゼ」頴粒 ノ 量 ヲ新鮮組織及 ビ固定

組織 ニツキVernon氏 法 ニ ヨ リ比色 計量 シ以 テ「ラビ

ー レ」及 ビ「スタ ビー レ」、 「オキ シダーゼ」琶ノ培減 ヲ

計 量 シコ レニ依 テ白血球 景 ノ消長 ヲ推 縫 シ次 ノ結 果

ヲ得 タ。

菌接種 後1時 間 ニ シテ病 竃・・既 二多量 ノ「ナキ シダー

ゼ」量増加 ヲ來 シ特 二「スタ ビー レ」、 オキ シダー ゼ」

量 ノ増加著 シイ、換言 ス レ バ 白血球 ノ・著 シク遊 出ス

ル。 結核病攣進行 ス ルニ從 ヒ筋 ノ「ラ ビー レ」、 「才キ
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シダ簡 ゼ」量ハ減 少ス,レニカ ・ノ・ラズ、 白血球盒 く堆

加 ス ルヲ以 テ結核竈全鰹 ノ 「オキシダーゼ」量 ・・増加

ノ儘比較 的長 ク減少 シナイ。第2日 二 及 ピテ 白血球

破壌 ヲ見 アレニ及 ソデ 「オキ シダー ゼ」量 ハ次第 二減少

二赴 ク。

以上 ノ事 實 ・・竹内教授 ノ訊述 サ レタ ノレ結核竈 ニテ ハ

白血球 早期 二多量 出現 シ第3日 頃 ヨ リ破壊 二赴 ク ト

云 フ事 ヲ確 實 ニス ルモ ノデアル。(長 大 保野抄)

結核性炎衝 竈 ノ色素吸著度蛇 二 其 ノ獲生機韓=

就テ 第一二初感結核性炎衝 竈 ノ色素拗留作用

二就 キ

大 井手辰 志(長 崎署學會雑誌 、第十 四巻 、第七號 、昭

和11年7月)

家 兎 ヲ用 ヒテ腹壁皮下 二旛範 園 二 亙 リテ菌注 射 ヲ行

ヒテ ヨ リ12時 間後 ヨ リ3週 間 二及 プ各時 期 二於 テ竈

内 二注入 セル色素 ノ血行 移行 量 ヲ時間 的 二槍 セルニ

起 炎12時 間 ヨ リ48時 間 二至)レ 急性炎期 帥 チ多核白

血球性膿 瘍 出現初期 二 ・・血 行移行量極 メテ僅 量ニ シ

テ、即 チ病竈 ノ色素抑留 力 ・・著明 二増強 シテ正 常 ノ約

10倍 以上 二及 ブ。4日 後 ヨ リ1週 、3週 ノ慢性 炎期

二至 ル ニ從 ヒテ抑留カ ノ・次第 二減力 シ テ正 常二復蹄

ス。 而 シテ ソノ因 テ來 タ ル 原因 ・・炎衝竈血 管 ノ透 過

性 ノ攣i化二依 テノ・説 明不充 分 ナル ヲ知 リ、更 二該部組

織 ノ吸著力 ヲ試験管 内二於 テ槍 セ ル ニ 前實験 同様 充

分 ナ ル説明 ヲ得 ザ リキ。 依 テ著者 ・・炎衝特 二結 核 二

於 テ必獲的 二惹起 サル ・組織蛋 白質 ノ凝 固機轄 並 二

炎性 滲 出液 ノ瀦溜 ガ 抑留作用 ノ登生 二關與 スル事 ヲ

實験 的 二知 レリ。帥 チ炎衝 竈 ノ色素抑留作用 ・・該部 ノ

組織 蛋 白質 ノ凝 固過 程 中二於 ケ ル 吸著現 象 ニ シテ滲

出液 ノ瀦溜 ・・滲透屋 ノ攣 化 ヲ將來 ジ テ 色素 ノ血 行移

行 ヲ抑制 スルモ ノナ リ。

次 二再 感染 二 於 ケ)レ12時 間 ヨ リ24時 間後 二於 ケ♪v

色素 抑留力 ハ初感 二比較 シ テ 全 ク ソノ趣 キヲ異 ニス

ルモ ノニシテ全 ク抑留 力 ナク、 且 ツ正常 ノ色素 抑留

度 トモ時間的 二全 ク相違 ス ルモ ノナ リb而 シテ再 感竈

ノ抑留力減退 ・・血管透過性 ノ 異常 ナル元 進 ニヨル庭

大 ナ リト思惟 セ ラル。(長 大 大井 手抄)

結核病 竈二於ケル 「オ キシダーゼ」穎粒二就テ

橋[1孫 一:く 長崎聲學會 雑誌、 第十 四巻、第 七號、 昭

和十 一年七 月)

結 核病墾 ノ組織壁 生學上 竹内教授 、湊川氏 等 ハ白血球

ヲ非常 二重要覗 セラ レ、特 三白血球性病竈 ナ ル組織像
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ヲ墾 ゲ結核組織病攣 ノ初期攣化 ナ リト提唱 セラ レタリ。

ヨリテ 著 者ノ・結 核組織像 ヲ圭 トシテ顯微鏡 的所 見ニ

ヨリ(1)白 血球性病竈(2)不 完全 乾酪化竈(3)

完全乾酪化竈(4)上 皮様細胞淋 巴球浸潤 竈(5)結

締織化竈 二分類 シ各組織像 二於 ケル 「ス タ ビー レナキ

シダーゼ」反慮 ヲ検 セ シニ次 ノ如 キ結果 ヲ得 タ リ。

「オキ シダーゼ」頴粒存在部位 ノ・第1全 ク細胞原形質

内二規則正 シク核周園 二配 列 シ細顧粒 像 ヲ呈 シ染色

力叉一標 ナ リ。第 ∬顧粒 ノ・大 キ サ 不 同 ニ シテ細胞原

形質 内二於 テ顧粒敷 ・・減少 ナ シ、稽 く淡染 ス。 第 皿全

ク細胞 髄外 二遊離破埣 シ粉粒状 二散 齪セ ル が 如 キ像

ヲ呈ス,レモ ノ・三種 ノ形態像 ヲ見タ リ。

白血球性病竈 二於 テ ・・圭 トシテ第1ノ 像 ヲ呈 ン不 完

全乾酪化竈 二於 テ・・第ll第 皿ノ混清 セルモ へ・或 ノ・全

ク第 皿 ノ像 ヲ呈 ス。完全 乾酪化竈 二於 テ ・・第 皿 ノ像

ヲ輕度 二見 ル事有 リ。或 ノ・全 ク願 粒像 ヲ見'レ事 ナシ。

上皮標細胞淋 巴球浸潤竈、結締織化竈 二於 テノ・全 ク顧

粒像 ヲ見 ズ。

即チ結 核 ノ病理組織學 的反鷹 ノ初期攣化 ・・白血球性

病竈 ニ シテ多核 白血球 ノ干與 ・・重大覗 スベキモノナ

リ、 即チ結 核 二於 テモ 他 ノー般的炎 症 ト同標多核 白

血球 ・・重要鉄 クベ カラザ ルモ ノナ ル事 ヲ知 リ得 タ リ。

結核病 竈 ノ乾酪並 二空洞形 成 二於 テ モ 多核 白血球 ノ

参與 ヲ重 要覗 スベキ事 ヲ知 リ得 タ リ。(長大 橋 口抄)

肺 結核病攣 卜結核菌所 見 トノ關係 二就 テ、其 ノ統

計的観察

橋 口孫一:(長 崎署學會雑誌、第14巻 、第8號 、昭和11

年8A)

湊川氏 ・・結 核病竈 二於 ケル結核菌 ノ鍛 量、分 布状態 ・・

病 機 ノ経過移行 二關 シ テ 重 要ナ ルモノニ シテ結核 病

機登展 ノ核 心 ヲナスモ ノナ リ ト言 フ。然 ラバ肺結核

病 攣 ト結 核菌所見 蛇 二 分布状 態 トノ關係 二就 テノ統

計學 的研究 モ重要 ナル事 ナ リ。 ヨ ツ テ 肺結核組織像

ヲ顯微鏡的所見 ヲ圭 トシテ白血球性病 竈、不完全乾酪

化竈、完全乾酪化竈、 上皮様細胞淋 巴球浸潤 竈、結締

織 化竈等 二分類 シ、叉結核 菌 ヲ菌分布状態蛇 二菌形態

像及 ビ結核菌数 等 ヨ リシテ、1多 数個 々ZF等分布、 皿

不亭等諸所群集、 皿 多数 個 々不 干等分布、IV膨 大確

破 、V散 見 ノ型 二 分類 シ 肺結 核組織 像 ト結 核菌所見

トノ相互關係 ヲ圭 トシテ統 計的 二 槻察 セ シニ次 ノ如

キ結論 ヲ得 タ リ。

結 核菌槍 出薮 ・・白血球 性病 竃最モ多 ク85%ヲ 示 シ、
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不 完全 乾酪化竈、完全乾 酪化竈 ハ著 シク少 ナク41%

31%ニ シテ上皮様細胞性結 節 ノ・最 モ少 ク僅 カニ7%

ナ リ。結核菌繁殖像 トミラル ・第1型.第 皿型 ・・白血

球性病竈 二於 テ最 モ多 クシテ70%及U"15%ヲ 示 ス。

菌凝集破壌像 トミラ,レ・第 皿型、第IV型 ハ完全乾酪化

竈及 ビ不完全乾酪化竈 二於 テ 最 モ多 ク前者 二於 テノ・

25%及 ピ18%ヲ 示 シ後 者二於 テ・・21%及 ビ9%ヲ 示

セ リ。上皮 様細胞性結 節 二於 テ ・・結核菌 ヲ見 ル事最

モ少 ナ シ。(長 大 橋 口抄)

結核病 竈二於 ケル結核菌崩壊 二就テ

保野 正之:(長 崎馨學 會雑誌、第十 四巻、第10號 、 昭

和11年10月)

動物並 二人盟結核病 竈 ノ 白血球性病 竈及 ビ乾酪竈 ノ

塗沫蛇 二 「ソエ ロイディソ」切片 二就 キ 「チール」染色

ヲ行 ヒ病竈 内結核 菌崩壌 ノ経 路 ト シ テ 次 ノ如 キ攣化

ヲ窺 ヒ得 タ リ。

1)漸 次抗酸性 消失淡染途 二清滅 ス。

2)多 鍛 ノ菌・・凝集 シテ集 團 トナ リ、之 ノ集 團 ノ各

菌 ノ、融合状 トナツテ均等 二赤染 ス ル 集 團 トナ リ漸次

抗酸性 ヲ減少 シテ淡染 シテ行 ク。 時 二 「メチ レソブラ

ウ」ニテ青染 サル ・事 ア リ。 叉時 二均等赤染物 が撒 ヶ

ノ小 圓形赤染物 二分 タ レ居 ル事 モア リ。凝集菌 ノ・均

等赤染物 トナル前 二噺裂 ス ル事多 シ。叉遊離分散 セル

菌 モ破壌 ノ過 程 トシ テ 濃縮、屈曲縮小、波状形、噺

裂、顧 粒状 等 ヲ呈 シ抗酸性 ヲ失 ヒ淡染 ス。

同様 ノ所 見 ヲ實験 的 二詮 明 セ ソト シ テ 塗沫 セ ル培養

菌 二種 々ノ操作 ヲ施 シ同様 ノ均等赤染物、 頴粒状 菌、

淡染菌 ヲ詮 明 シ得タ リ。

荷 グラ ム染色 ニテ 菌凝 集塊、 均等赤染物 均 等青染物

ノ・全 テ同一 ノ像 ヲ呈ス ル事 ヲ認 メ得 タ リ。・

(長大病理 保野抄)

胸腺結核症 二就テ

中曾根包吉:(十 全會雑誌、41、9、2673)

本研究 ・・病理解剖學 的蛇 二組織學 的二、人韻結核症50

例(♂34例 、♀16例 、 年齢8ケ 月乃至67歳)二 於 ケ

ル胸腺結核症 二就 イテ検 索 セルモ ノデアル。

(1)結 核 屍50例 中胸 腺結 核症 ヲ謹 明 シ得 タ7レモ ノ9

例 ニ シテ、此 ノ頻度18%ノ ・從來 ノ記載 二比 シテノ・著

シキ増 加デ ァル。

斯 ク胸腺 二於 ケ ル結核 ノ存在 へ 從來考 ヘ ラ レシ程 ニ

ノ・僅微 ナルモ ノデノ・ナ イが、多少 ノ臓器免疫性 ノ存在

ハ之 ヲ否定 シ難 イ。
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(2)上 記9例 ノ結 核性病竈 ハ総 テ粟 粒結節 二屡 シ、其

ノ大 サノ・大 多数 ニテ顯微 鏡的 ノ微小 ナ ルモ ノデ アル。

帥チ大結 節性 乾酪性結核 ヲ1形成 スルモ ノヲ見 ナ1。

共 ノ組織構造 ヨ リ観 ルニ、 滲 出型 二入 ルモノナ久 乾

酪化 セル繁殖性結 節 ヲ認 メ シ ムルモ ノ1例 。残 リ8

例 ノ・何vモ 増殖 型結 節 デアツテ、内4例 デ・・中心部 二

乾酪攣性 ナキ定型 的粟粒結節 ヲ示 シ、他 ノ4例 ニテノ・

繊 維性叉ハ硝子様繊維性結 核竈 ヲ示 シテヰ ル。

(3)感 染機軸(蔓 延機榑)ヲ 検討 ス ルニ、血 行性 ト思惟

サ ルベキモ ノ6例 、淋 巴流 逆行性 ト見敏 スベ キモ ノ3

例 デアル。

(4)猫 著者 ・・、胸腺 内 ノ結 核結 節 ヲ適確 二槍 索 セムニ

ノ・、先 ヅ臓 器燭 診法 ニ ヨ リ テ 組 織片 ノ探取部位 ヲ撰

定 ス ル方便 宜 ナ リト論 ジテヰル。(大里 内科 倉重抄)
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姫路騨前通

O大 阪ノ竹尾結核研究所二十週年記念講演會

開所以來20年 「結 核J二 關 スル學 術進歩 ノ上 二多大 ノ

貢獣 ヲナ シテ 居 ル大 阪 ノ竹尾結核研究所 デ ノ・來 ル2

月1日 大 阪市朝 日會館 ニテ開所20週 年 記念講演會 ヲ

開催 ス ル筈。
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